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◆定例会のあらまし、花を見に行こう！…１面
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目　次

1

次の議会（臨時会）は５月の予定です。日程は市役所・区役所・出張所・地下鉄駅構内のポスター、市議会ホームページやTwitterに掲載します。

令和元年
（2019年）

※2018年６月撮影

（
2
・
3
月
定
例
会
）

第
1
回
福
岡
市
議
会

平
成
31
年

2/15
▼
3/13

　
平
成
31
年
第
１
回
福
岡
市
議
会（
２
・
３

月
定
例
会
）が
２
月
15
日
か
ら
３
月
13
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度
関
係
議
案
に
先
立
ち
、２
月

15
日
か
ら
19
日
ま
で
、平
成
30
年
度
関
係
議

案
29
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、19
日
に
全
て

の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、交
通
対
策
特
別
委
員
会
、都
市
問

題
等
調
査
特
別
委
員
会
、少
子
・
高
齢
化
対

策
特
別
委
員
会
、議
会
改
革
調
査
特
別
委

員
会
の
調
査
報
告
が
行
わ
れ
、調
査
を
終
了

し
ま
し
た
。（
７
面
に
関
連
記
事
）

　
２
月
20
日
か
ら
は
平
成
31
年
度
関
係
議

案
の
審
議
が
始
ま
り
、市
政
運
営
方
針
と
関

係
議
案
の
提
案
理
由
に
つ
い
て
市
長
か
ら

説
明
が
行
わ
れ
、各
会
派
か
ら
の
代
表
質
疑

の
後
、２
月
27
日
に
条
例
予
算
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。（
２
面
に
関
連
記
事
）

　
条
例
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
は
、予

算
案
21
件
を
含
む
平
成
31
年
度
関
係
議
案
63

件
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。「
平
成
31
年

度
福
岡
市
一
般
会
計
予
算
案
」に
つ
い
て
は
、

自
由
民
主
党
福
岡
市
議
団
か
ら
修
正
案
が
、

福
岡
市
民
ク
ラ
ブ
お
よ
び
日
本
共
産
党
福
岡

市
議
団
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
予
算
案
の
組
み
替
え

を
求
め
る
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。動
議

は
い
ず
れ
も
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
、修
正

案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
で
あ
る
３
月
13
日
に
は
、市
長
か

ら
追
加
提
出
さ
れ
た
議
案（
人
事
案
件
）22

件
を
含
む
平
成
31
年
度
関
係
議
案
85
件
に

つ
い
て
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
、「
平
成
31
年

度
福
岡
市
一
般
会
計
予
算
案
」は
自
由
民
主

党
福
岡
市
議
団
の
修
正
案
を
加
え
可
決
さ

れ
、そ
の
他
84
件
は
原
案
通
り
可
決
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
議
員
提
出
の「
福
岡
市
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」と

「
福
岡
市
議
会
事
務
局
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
」も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
８
面

に
関
連
記
事
）

　
主
な
議
案
の
内
容
を
２
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

●
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
修
正
し
、

　
総
額
１
兆
９
２
４
０
億
円
の
当
初
予
算
案
を
可
決

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

定 例 会 の 日 程

2／19 本会議 ●平成30年度関係議案（常任委員
会委員長報告・討論・採決）

2／27

本会議
●代表質疑
●条例予算特別委員会の設置
●条例予算特別委員会付託

条例予算
特別委員会
総会

●委員長、副委員長の互選等

2／18 常任委員会 ●平成30年度関係議案の審査

2／20 本会議 ●平成31年度市政運営方針およ
び関係議案の提案理由説明

2／26 本会議 ●代表質疑

2／28・
3／1・4
　　・5

条例予算
特別委員会
分科会

●平成31年度関係議案の審査

3／8・11
条例予算
特別委員会
総会

●質疑

3／12
条例予算
特別委員会
総会

●修正案・動議（提案理由説明・質
疑）

●意見開陳・採決

2／15 本会議

●平成30年度関係議案（提案理由
説明・質疑・常任委員会付託）

●交通対策特別委員会委員長報告
●都市問題等調査特別委員会委員

長報告
●少子・高齢化対策特別委員会委

員長報告
●議会改革調査特別委員会委員長

報告

3／13 本会議

●条例予算特別委員会委員長報告
●討論
●平成31年度関係議案の採決
●意見書案の採決

特別委員会の動き
（12月20日～３月13日）

第１委員会
（13人）

ふくおか市議会だより次号は、6月15日発行予定です。

発行：福岡市議会　編集：議会事務局調査法制課
〒810-8620　福岡市中央区天神一丁目８番１号

711-4749
733-5869FAX
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　議会改革調査特別委員会では、委員会の公開性向上に関することについて、常任委員会の名称
およびその所管をそれぞれ変更することが適当ということで意見がまとまりました。
　２・３月定例会で議員提案による「福岡市議会委員会条例の一部を改正する条例案」が可決さ
れ、５月２日から、常任委員会の名称、定数および所管が下記のとおり変更になります。

※常任委員会・特別委員会での審査状況の詳細については、毎月発行の議会月報に掲載しています。議
会月報は総合図書館、各区の図書館、情報プラザ（市役所１階）などで閲覧できます。また、市議会ホー
ムページの「会議録」にも掲載しています。（ホームページへの掲載には、約３カ月を要します。）

※常任委員会・特別委員会は傍聴することができます。（人数には限りがあります。）

常任委員会が変わります

【会場】博多の森陸上競技場

５/18(土) 午後２時 ヴァンフォーレ甲府

試合日 開始時間 対戦相手

【会場】レベルファイブスタジアム

６/２(日)　　　　 午後１時５分 大宮アルディージャ

試合日 開始時間 対戦相手

　４月７日に市議会議員の選挙が行われ、62人の議員
が市民の代表として選ばれました。

　改選後初めての臨時会を５月に開く予定です。臨時
会では、議長、副議長、監査委員を選び、常任委員会、
議会運営委員会の構成を決めます。

５月に臨時会を開催

　議員の顔ぶれや、議長、副議長、委員会、会派の構
成など、詳しくは次号（６月15日発行予定）でお知ら
せします。

次号で新議会の構成を紹介

５月２日から新しい議会が
スタートします。

　市政発展に尽くしてきた次の８人の議員が、今期を最
後に引退しました。

星野 美恵子 （７期）

ひえじま 俊和（５期）

江藤 博美 （５期）

栃木 義博 （５期）

光安 　力（６期）

笠　 康雄（５期）

石田 正明（５期）

熊谷 敦子（３期）

ご支援ありがとうございました。

８人が今期で引退

総務財政委員会
（12人）

新
名称（定数）

市長室、総務企画局、財政局、市民局、会計室の
主管に属する事項
他の委員会の所管に属しない事項

第２委員会
（13人）

教育こども委員会
（13人）

こども未来局、教育委員会の主管に属する事項

第３委員会
（12人）

経済振興委員会
（12人）

経済観光文化局、農林水産局、港湾空港局、農
業委員会の主管に属する事項

第４委員会
（12人）

福祉都市委員会
（13人）

保健福祉局、住宅都市局の主管に属する事項

第５委員会
（12人）

生活環境委員会
（12人）

環境局、道路下水道局、消防局、水道局、交通局
の主管に属する事項

交通対策
特別委員会

案　　　件委員会名

○高速鉄道３号線と沿線のまちづくりに関する調査
○道路交通の円滑化に関する調査
○委員会調査報告について

都市問題等調査
特別委員会

○福岡空港に関する調査
○広域的行政に関する調査
○住民自治、地域コミュニティに関する調査
○委員会調査報告について

少子・高齢化対策
特別委員会

○少子化対策に関する調査
○委員会調査報告について

議会改革調査
特別委員会

○委員会調査報告について

　本会議、条例予算・決算特別委員会総会の議
会中継（ライブ・録画）を実施しています。

スマホで議会中継を
ご覧ください

請願 ２・３月定例会で結論が出た請願

不採択 ○人工島関連予算案を否決し、人工島事業
の抜本的見直しを行うことについて

福岡市議会 議会中継

第10回

花を見に行こう！花を見に行こう！
有田（早良区）のあじさい通り

ほし　の　 み え こ

とし かず

　え　とう ひろ み

とち ぎ よし ひろ

みつ やす つとむ

りゅう　　 やす　お

いし だ まさ あき

くま がい あつ こ

【問い合わせ先】議会事務局議事課（市役所議会棟８階）        ７１１－４７４６　    ７３３－５８６９電話 FAX

　５月臨時会からパソコンに加えス

マートフォンやタブレット型端末で

も中継を視聴することが可能となり

ますので、ぜひ一度ご覧ください！

※元号の表記について
　本号の記事において、元号の表記については、２・３月定例会の際
の表記である「平成」としています。

常任委員会の動き

旧
名称（定数） 所　　　管

（12月20日～３月13日）

総 合 計 画 、国 際 交
流、財政、地域コミュ
ニティ、防災など

「福岡市早良南地域交流セン
ター整備事業に係る契約の締
結について」の議案審査など

子ども育成、社会福
祉、保健衛生、教育
など

「平成30年度福岡市一般会
計補正予算案（第４号）」の議
案審査など

商工業、観光、文化、
農林水産業、港の整
備など

「福岡市地方活力向上地域に
おける本社機能の整備促進に
関する条例の一部を改正する
条例案」の議案審査など

住宅、建築、都市計
画、公園、消防、地下
鉄など

「平成30年度福岡市一般会
計補正予算案（第４号）」の議
案審査など

環境・ごみ・リサイク
ル、道路、下水道、河
川、水道など

「福岡高速道路整備計画の一
部変更に関する同意につい
て」の議案審査など

委員会名 案　　件
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●
一
般
会
計
補
正
予
算
　 

（
議
案
第
１
号
）

　
補
正
の
総
額
は
２
０
１
億
９
３
９
９
万

円（
増
額
）で
す
。主
な
内
容
は
、西
鉄
天
神

大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差
事
業
の
増
額
、

利
用
見
込
み
に
伴
う
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
や
障
が
い
児
施
設
給
付
費
の
増

額
な
ど
で
す
。 

〈
賛
成
多
数
〉

●
早
良
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

に
係
る
契
約
の
締
結 

（
議
案
第
20
号
）

●
早
良
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
を
指
定 

（
議
案
第
17
号
）

　
早
良
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す

る
た
め
の
契
約
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、

施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
も
の
で
す
。 

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正 

（
議
案
第
52
号
）

　
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、会
計
年
度
任
用
職
員
の

勤
務
時
間
等
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
と
と
も
に
、職
員
の
健
康
保
持
の
推
進

お
よ
び
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立

支
援
の
観
点
か
ら
時
間
外
勤
務
代
休
時
間

制
度
を
導
入
す
る
も
の
で
す
。（
平
成
31
年

４
月
１
日
ほ
か
施
行)  

〈
賛
成
多
数
〉

●
姪
浜
保
育
所
の
移
転 
（
議
案
第
54
号
）

　
姪
浜
保
育
所
の
位
置
を
、西
区
姪
の
浜

三
丁
目
か
ら
同
区
内
浜
一
丁
目
に
改
め
る

も
の
で
す
。（
平
成
31
年
４
月
移
転)

 

〈
全
員
賛
成
〉

●
児
童
心
理
治
療
施
設
の
設
置

 

（
議
案
第
56
号
）

　
児
童
の
福
祉
の
向
上
と
健
や
か
な
育
成

を
図
る
た
め
、児
童
心
理
治
療
施
設
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。（
規
則
で
定
め
る
日
か

ら
供
用
開
始) 

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正 

（
議
案
第
59
号
）

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、保
険
料
の
基
礎
賦
課
限
度
額
の

引
き
上
げ
を
行
う
も
の
で
す
。（
平
成
31
年

４
月
１
日
施
行) 

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
立
霊
園
条
例
の
一
部
改
正

 

（
議
案
第
60
号
）

　
霊
園
の
適
正
か
つ
効
果
的
な
運
営
を
図

る
た
め
、指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

も
の
で
す
。（
平
成
31
年
４
月
１
日
施
行)

 

〈
賛
成
多
数
〉

●
博
多
港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
条
例
の
一
部

改
正 

（
議
案
第
65
号
）

　
中
央
ふ
頭
ク
ル
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
使
用

料
を
徴
収
す
る
と
と
も
に
、消
費
税
法
お

よ
び
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
利
用

料
金
の
額
を
改
め
る
も
の
で
す
。（
規
則
で

定
め
る
日
ほ
か
施
行) 

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
消
防
団
員
の
定
員
、任
用
、分

限
、懲
戒
、服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正 

（
議
案
第
80
号
）

　
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
に
向
け
、人
材
の
確
保
を
図
る

た
め
、消
防
団
員
の
資
格
の
う
ち
年
齢
の

上
限
を
65
歳
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

（
平
成
31
年
４
月
１
日
施
行)

 

〈
全
員
賛
成
〉

●
九
電
記
念
体
育
館
の
閉
館

 

（
議
案
第
85
号
）

　
九
電
記
念
体
育
館
を
平
成
31
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
閉
館
す
る
も
の
で
す
。

 

〈
賛
成
多
数
〉

●
高
宮
南
緑
地
の
指
定
管
理
者
を
指
定

 

（
議
案
第
88
号
）

　
高
宮
南
緑
地
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

 

〈
賛
成
多
数
〉

平
成
30
年
度
関
係

平
成
31
年
度
関
係

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
平
成
31
年
度
当
初
予
算
の
ほ
か
に
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

市長の市政運営方針から
　福岡市では、多くの市民の皆さまととも
に策定した「福岡市総合計画」において、

「都市の成長」と「生活の質の向上」の好循
環を創り出すことを基本戦略として掲げ、

「人と環境と都市活力の調和がとれたアジ
アのリーダー都市」を目指して、まちづくり
を進めています。

　これまでの取り組みの結果、人口や来訪
者数は増加を続け、企業の立地や創業が進
み、市税収入は５年連続で過去最高を更新
するなど、元気なまち、住みやすいまちとし
て高く評価されています。

　いま、世界においては、情報通信技術の
急速な進化やＡＩ、ＩｏＴの社会実装などによ
り、国境にとらわれることなく、誰もが革新
的な製品やサービスによる利便性を享受
できるようになり、さらなる利便性を求め
る消費者と、それに応える世界的なイノ
ベーションの潮流は不可逆的なものと
なっており、既存のルールや産業構造など
の転換が急務とされています。
　また、デジタル時代の新たな資源である
データや、そのデータを活用し新たな価値
を創出する人材を巡り、国際的な競争が始
まっています。
　国内においては、少子高齢化が世界で最
も早いスピードで進んでおり、これまでの
政策の延長線上では対応が困難となって
います。

　この新たな時代への変革期にあっては、
座して待つことなく、直面する課題に真摯
に向き合いながら、世界基準の視点で「先
進性」を実装し、世界から選ばれる都市と
なるよう、未来のためにチャレンジし続け
ることが肝要であると考えています。

　福岡市には、大陸との交流により育まれ
た歴史や文化の魅力、豊かな自然と充実
した都市機能がコンパクトに整った都市
空間に加え、近年の国家戦略特区の獲得
とスタートアップ都市としての地位の確立
という強みがあります。
　これらの強みを生かしつつ、大きく喚起
された都市の需要に応え、規制緩和など
により民間活力を最大限に引き出しなが
ら、さらなる都市の成長を促すとともに、

「誰一人取り残さない」というＳＤＧｓの理
念を踏まえ、未来を担う子どもたちが、社
会経済的な環境にかかわらず、等しく機会
を得られるようなサポートをはじめ、高齢
者や障がい者を含むあらゆる人がその能
力を存分に発揮できる環境を整えるなど、
持続可能なまちづくりを進めていきます。

　福岡市を次のステージへと飛躍させる
チャレンジ、「ＦＵＫＵＯＫＡ ＮＥＸＴ」の取り組
みを加速させ、「都市の成長」と「生活の質
の向上」の好循環を確固たるものとしてい
きます。

エスディージーズ

　平成31年度関係議案を審査するため、条
例予算特別委員会が２月27日に設置され、
予算案や条例案など63件の議案を審査し
ました。（全議員60人で構成）

阿部 正剛

古川 清文　　池田 良子

落石 俊則　　川上 陽平

ひえじま 俊和

委 員 長：

副委員長：

あ べ せい ごう

ふる かわ きよ ふみ いけ だ

かわ かみ よう へい

とし かず

よし こ

いし とし のりおち

含
め
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
実
現
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

超
高
齢
化
へ
の
対
応
を
図
り
持

続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、「
福
岡
１
０
０
」の
取
り
組

み
に
加
え
、高
齢
者
の
社
会
参
加
の
推

進
に
よ
る
健
康
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
。多
く
の
市
民
に
活
用
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
乗
車
券
は
、制
度
の
維
持
、改

善
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
所
信
を
問

う
。

誰
も
が
健
康
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目

指
す「
福
岡
１
０
０
」の
一
環
と
し
て
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
活
動
の
促
進
や

就
業
・
創
業
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。高
齢
者
乗
車
券
は
、多
く
の
市

民
に
利
用
さ
れ
、社
会
参
加
の
促
進
に

寄
与
し
て
い
る
制
度
で
あ
り
、今
後
と

も
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た

工
夫
や
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

ャ
レ
ン
ジ
、「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
」を
着
実
に
進
め
る
こ
と
を
基
本
的

な
方
針
と
し
て
編
成
し
た
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
再

整
備
に
伴
う
交
通
需
要
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、新
た
な
交
通
シ
ス
テ

ム
の
検
討
に
当
た
り
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の

案
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、都
心
循
環
Ｂ

Ｒ
Ｔ
の
検
証
も
十
分
で
な
く
、そ
の
必

要
性
な
ど
慎
重
な
声
も
あ
る
。市
民
や

議
会
の
声
を
十
分
に
聞
き
、拙
速
な
検

討
と
な
ら
な
い
よ
う
に
と
考
え
る
が

所
信
を
問
う
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
に
つ
い
て
は
、ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
に
お

い
て
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
交
通
混
雑
が

み
ら
れ
る
こ
と
や
、再
整
備
に
伴
う
将

来
的
な
交
通
需
要
の
増
加
に
適
切
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、で
き
る

だ
け
公
費
負
担
の
少
な
い
事
業
手
法
も

本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済

情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

需
要
予
測
を
し
っ
か
り
見
極
め
、堅
実

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

長
期
的
な
展
望
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
戦
略
的
に
市
政
運
営
を
進
め
、持
続

可
能
な
都
市
づ
く
り
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。髙
島
市
政
３
期
目
の
実
質

的
な
初
年
度
と
な
る
平
成
31
年
度
予

算
案
を
ど
の
よ
う
な
考
え
で
編
成
し

て
い
る
の
か
。

都
市
の
成
長
と
生
活
の
質
の
向

上
の
好
循
環
を
確
固
た
る
も
の

と
す
る
と
と
も
に
、こ
の
元
気
で
住
み

や
す
い
ま
ち
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、将

来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、本
市

を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
飛
躍
さ
せ
る
チ

平
成
30
年
９
月
に
議
員
提
案

に
よ
り
観
光
振
興
条
例
を
制

定
し
た
が
、こ
の
条
例
に
は
宿
泊
税
の

創
設
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、速

や
か
に
制
度
設
計
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
所
信
を
問
う
。

宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、観
光
振

興
条
例
の
制
定
を
受
け
、直
ち

に
調
査
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、具
体

的
な
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続

き
、県
と
実
務
者
協
議
を
行
う
と
と
も

に
、制
度
設
計
を
進
め
て
い
く
。

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
に
つ
い
て
、療
育
ま
で
支

援
を
拡
充
し
た
が
、全
て
の
新
生
児
に

検
査
を
受
け
て
も
ら
う
た
め
に
も
、新

年
度
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

平
成
31
年
度
か
ら
、全
て
の
新

生
児
が
確
実
に
新
生
児
聴
覚

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
受
診
で
き

る
よ
う
、そ
の
検
査
費
用
を
本
市
が
全

額
負
担
し
て
い
く
。こ
れ
に
よ
り
、先

天
性
難
聴
の
疑
い
が
あ
る
子
ど
も
を

早
期
に
発
見
し
、
検
査
医
療
機
関
に

よ
る
精
密
検
査
と
、心
身
障
が
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
療
育
に
適
切
に
つ
な
ぐ

こ
と
で
、子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

認
知
症
家
族
へ
の
支
援
と
し

て
、認
知
症
カ
フ
ェ
を
昨
年
度

に
引
き
続
き
充
実
さ
せ
、新
た
に
、生

活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
本
人
へ
の
※ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談
支
援
等

を
実
施
す
る
施
策
が
発
表
さ
れ
た
。ど

の
程
度
実
施
さ
れ
る
の
か
、箇
所
数
な

ど
現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
内
容
を
尋

ね
る
。

認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
20
カ
所
の
開
設
を
目

指
す
と
と
も
に
、認
知
症
本
人
同
士
が

支
え
合
う「
ピ
ア
活
動
」を
新
た
に
実

施
す
る
な
ど
、相
談
・
発
信
・
交
流
の
場

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
児
ワ
ク
チ
ン
の
再
接
種
費

用
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
、骨

髄
移
植
の
治
療
な
ど
に
よ
り
接
種
済

み
ワ
ク
チ
ン
の
抗
体
を
な
く
し
た
子

ど
も
た
ち
に
は
吉
報
と
な
っ
た
。新
年

度
は
１
０
５
万
円
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
が
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

骨
髄
移
植
な
ど
の
医
療
行
為

に
よ
り
免
疫
が
失
わ
れ
た
小

児
が
再
度
予
防
接
種
を
行
う
場
合
に
、

小
児
ワ
ク
チ
ン
の
再
接
種
費
用
の
全

額
を
助
成
す
る
も
の
で
、平
成
31
年
４

月
か
ら
開
始
予
定
と
し
て
い
る
。

動
物
愛
護
に
つ
い
て
、犬
猫
殺

処
分
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
の
施

策
が
必
要
で
あ
る
。新
年
度
は
、猫
の

譲
渡
促
進
を
施
策
と
し
て
挙
げ
て
い

る
が
、地
域
猫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の

多
数
の
声
と
し
て
、「
不
妊
去
勢
手
術

の
支
援
を
１
年
で
は
な
く
３
年
間
行

わ
な
い
と
効
果
が
表
れ
な
い
」と
紹
介

し
た
が
、新
年
度
の
取
り
組
み
を
尋
ね

る
。

犬
猫
殺
処
分
を
ゼ
ロ
に
す
る

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
は
、平

成
31
年
度
か
ら
、地
域
猫
活
動
の
支
援

地
域
に
つ
い
て
更
新
制
を
導
入
し
、複

数
年
に
わ
た
り
不
妊
去
勢
手
術
な
ど

の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
し
て
い
く
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
は
慎
重
な
検
討
を

　
２
月
26
日
、27
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
代

表
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
代
表
質
疑
と
は
、市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
は
じ
め
関

係
議
案
に
つ
い
て
市
当
局
の
姿
勢
や
考
え
を
聞
く
も
の
で
、各
会
派

を
代
表
し
て
８
人
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方
は

問

問

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
推
進
を

問

問

答

答

答

答

答

答 答

答問

宿
泊
税
は
速
や
か
な
制
度
設
計
を

犬
猫
殺
処
分
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は

問

自
由
民
主
党

福
岡
市
議
団

子猫の命をつなぐミルクボランティア

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

新
年
度
の
取
り
組
み
は

公
明
党

福
岡
市
議
団

問

認
知
症
家
族
へ
の
支
援
の
充
実
を

問小
児
ワ
ク
チ
ン
の
再
接
種
費
用
の

助
成
内
容
は

代
表
質
疑

高齢者など誰もが外出しやすいまちづくりのために設置された
市有地ベンチ設置例（ベンチプロジェクト）

※
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

　
認
知
症
な
ど
で
、同
じ
よ
う
な
立
場
に
あ
る

「
仲
間
」に
当
事
者
同
士
で
相
談
や
支
援
を
行

う
人
。
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●
一
般
会
計
補
正
予
算
　 

（
議
案
第
１
号
）

　
補
正
の
総
額
は
２
０
１
億
９
３
９
９
万

円（
増
額
）で
す
。主
な
内
容
は
、西
鉄
天
神

大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差
事
業
の
増
額
、

利
用
見
込
み
に
伴
う
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
や
障
が
い
児
施
設
給
付
費
の
増

額
な
ど
で
す
。 

〈
賛
成
多
数
〉

●
早
良
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

に
係
る
契
約
の
締
結 

（
議
案
第
20
号
）

●
早
良
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
を
指
定 

（
議
案
第
17
号
）

　
早
良
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す

る
た
め
の
契
約
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、

施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
も
の
で
す
。 

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正 

（
議
案
第
52
号
）

　
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、会
計
年
度
任
用
職
員
の

勤
務
時
間
等
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
と
と
も
に
、職
員
の
健
康
保
持
の
推
進

お
よ
び
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立

支
援
の
観
点
か
ら
時
間
外
勤
務
代
休
時
間

制
度
を
導
入
す
る
も
の
で
す
。（
平
成
31
年

４
月
１
日
ほ
か
施
行)  

〈
賛
成
多
数
〉

●
姪
浜
保
育
所
の
移
転 

（
議
案
第
54
号
）

　
姪
浜
保
育
所
の
位
置
を
、西
区
姪
の
浜

三
丁
目
か
ら
同
区
内
浜
一
丁
目
に
改
め
る

も
の
で
す
。（
平
成
31
年
４
月
移
転)

 

〈
全
員
賛
成
〉

●
児
童
心
理
治
療
施
設
の
設
置

 

（
議
案
第
56
号
）

　
児
童
の
福
祉
の
向
上
と
健
や
か
な
育
成

を
図
る
た
め
、児
童
心
理
治
療
施
設
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。（
規
則
で
定
め
る
日
か

ら
供
用
開
始) 

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正 

（
議
案
第
59
号
）

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、保
険
料
の
基
礎
賦
課
限
度
額
の

引
き
上
げ
を
行
う
も
の
で
す
。（
平
成
31
年

４
月
１
日
施
行) 

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
立
霊
園
条
例
の
一
部
改
正

 

（
議
案
第
60
号
）

　
霊
園
の
適
正
か
つ
効
果
的
な
運
営
を
図

る
た
め
、指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

も
の
で
す
。（
平
成
31
年
４
月
１
日
施
行)

 

〈
賛
成
多
数
〉

●
博
多
港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
条
例
の
一
部

改
正 

（
議
案
第
65
号
）

　
中
央
ふ
頭
ク
ル
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
使
用

料
を
徴
収
す
る
と
と
も
に
、消
費
税
法
お

よ
び
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
利
用

料
金
の
額
を
改
め
る
も
の
で
す
。（
規
則
で

定
め
る
日
ほ
か
施
行) 

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
消
防
団
員
の
定
員
、任
用
、分

限
、懲
戒
、服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正 

（
議
案
第
80
号
）

　
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
に
向
け
、人
材
の
確
保
を
図
る

た
め
、消
防
団
員
の
資
格
の
う
ち
年
齢
の

上
限
を
65
歳
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

（
平
成
31
年
４
月
１
日
施
行)

 

〈
全
員
賛
成
〉

●
九
電
記
念
体
育
館
の
閉
館

 

（
議
案
第
85
号
）

　
九
電
記
念
体
育
館
を
平
成
31
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
閉
館
す
る
も
の
で
す
。

 

〈
賛
成
多
数
〉

●
高
宮
南
緑
地
の
指
定
管
理
者
を
指
定

 

（
議
案
第
88
号
）

　
高
宮
南
緑
地
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

 

〈
賛
成
多
数
〉

平
成
30
年
度
関
係

平
成
31
年
度
関
係

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
平
成
31
年
度
当
初
予
算
の
ほ
か
に
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

市長の市政運営方針から
　福岡市では、多くの市民の皆さまととも
に策定した「福岡市総合計画」において、

「都市の成長」と「生活の質の向上」の好循
環を創り出すことを基本戦略として掲げ、

「人と環境と都市活力の調和がとれたアジ
アのリーダー都市」を目指して、まちづくり
を進めています。

　これまでの取り組みの結果、人口や来訪
者数は増加を続け、企業の立地や創業が進
み、市税収入は５年連続で過去最高を更新
するなど、元気なまち、住みやすいまちとし
て高く評価されています。

　いま、世界においては、情報通信技術の
急速な進化やＡＩ、ＩｏＴの社会実装などによ
り、国境にとらわれることなく、誰もが革新
的な製品やサービスによる利便性を享受
できるようになり、さらなる利便性を求め
る消費者と、それに応える世界的なイノ
ベーションの潮流は不可逆的なものと
なっており、既存のルールや産業構造など
の転換が急務とされています。
　また、デジタル時代の新たな資源である
データや、そのデータを活用し新たな価値
を創出する人材を巡り、国際的な競争が始
まっています。
　国内においては、少子高齢化が世界で最
も早いスピードで進んでおり、これまでの
政策の延長線上では対応が困難となって
います。

　この新たな時代への変革期にあっては、
座して待つことなく、直面する課題に真摯
に向き合いながら、世界基準の視点で「先
進性」を実装し、世界から選ばれる都市と
なるよう、未来のためにチャレンジし続け
ることが肝要であると考えています。

　福岡市には、大陸との交流により育まれ
た歴史や文化の魅力、豊かな自然と充実
した都市機能がコンパクトに整った都市
空間に加え、近年の国家戦略特区の獲得
とスタートアップ都市としての地位の確立
という強みがあります。
　これらの強みを生かしつつ、大きく喚起
された都市の需要に応え、規制緩和など
により民間活力を最大限に引き出しなが
ら、さらなる都市の成長を促すとともに、

「誰一人取り残さない」というＳＤＧｓの理
念を踏まえ、未来を担う子どもたちが、社
会経済的な環境にかかわらず、等しく機会
を得られるようなサポートをはじめ、高齢
者や障がい者を含むあらゆる人がその能
力を存分に発揮できる環境を整えるなど、
持続可能なまちづくりを進めていきます。

　福岡市を次のステージへと飛躍させる
チャレンジ、「ＦＵＫＵＯＫＡ ＮＥＸＴ」の取り組
みを加速させ、「都市の成長」と「生活の質
の向上」の好循環を確固たるものとしてい
きます。

エスディージーズ

　平成31年度関係議案を審査するため、条
例予算特別委員会が２月27日に設置され、
予算案や条例案など63件の議案を審査し
ました。（全議員60人で構成）

阿部 正剛

古川 清文　　池田 良子

落石 俊則　　川上 陽平

ひえじま 俊和

委 員 長：

副委員長：

あ べ せい ごう

ふる かわ きよ ふみ いけ だ

かわ かみ よう へい

とし かず

よし こ

いし とし のりおち

含
め
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
実
現
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

超
高
齢
化
へ
の
対
応
を
図
り
持

続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、「
福
岡
１
０
０
」の
取
り
組

み
に
加
え
、高
齢
者
の
社
会
参
加
の
推

進
に
よ
る
健
康
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
。多
く
の
市
民
に
活
用
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
乗
車
券
は
、制
度
の
維
持
、改

善
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
所
信
を
問

う
。

誰
も
が
健
康
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目

指
す「
福
岡
１
０
０
」の
一
環
と
し
て
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
活
動
の
促
進
や

就
業
・
創
業
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。高
齢
者
乗
車
券
は
、多
く
の
市

民
に
利
用
さ
れ
、社
会
参
加
の
促
進
に

寄
与
し
て
い
る
制
度
で
あ
り
、今
後
と

も
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た

工
夫
や
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

ャ
レ
ン
ジ
、「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
」を
着
実
に
進
め
る
こ
と
を
基
本
的

な
方
針
と
し
て
編
成
し
た
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
再

整
備
に
伴
う
交
通
需
要
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、新
た
な
交
通
シ
ス
テ

ム
の
検
討
に
当
た
り
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の

案
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、都
心
循
環
Ｂ

Ｒ
Ｔ
の
検
証
も
十
分
で
な
く
、そ
の
必

要
性
な
ど
慎
重
な
声
も
あ
る
。市
民
や

議
会
の
声
を
十
分
に
聞
き
、拙
速
な
検

討
と
な
ら
な
い
よ
う
に
と
考
え
る
が

所
信
を
問
う
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
に
つ
い
て
は
、ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
に
お

い
て
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
交
通
混
雑
が

み
ら
れ
る
こ
と
や
、再
整
備
に
伴
う
将

来
的
な
交
通
需
要
の
増
加
に
適
切
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、で
き
る

だ
け
公
費
負
担
の
少
な
い
事
業
手
法
も

本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済

情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

需
要
予
測
を
し
っ
か
り
見
極
め
、堅
実

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

長
期
的
な
展
望
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
戦
略
的
に
市
政
運
営
を
進
め
、持
続

可
能
な
都
市
づ
く
り
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。髙
島
市
政
３
期
目
の
実
質

的
な
初
年
度
と
な
る
平
成
31
年
度
予

算
案
を
ど
の
よ
う
な
考
え
で
編
成
し

て
い
る
の
か
。

都
市
の
成
長
と
生
活
の
質
の
向

上
の
好
循
環
を
確
固
た
る
も
の

と
す
る
と
と
も
に
、こ
の
元
気
で
住
み

や
す
い
ま
ち
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、将

来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、本
市

を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
飛
躍
さ
せ
る
チ

平
成
30
年
９
月
に
議
員
提
案

に
よ
り
観
光
振
興
条
例
を
制

定
し
た
が
、こ
の
条
例
に
は
宿
泊
税
の

創
設
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、速

や
か
に
制
度
設
計
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
所
信
を
問
う
。

宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、観
光
振

興
条
例
の
制
定
を
受
け
、直
ち

に
調
査
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、具
体

的
な
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続

き
、県
と
実
務
者
協
議
を
行
う
と
と
も

に
、制
度
設
計
を
進
め
て
い
く
。

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
に
つ
い
て
、療
育
ま
で
支

援
を
拡
充
し
た
が
、全
て
の
新
生
児
に

検
査
を
受
け
て
も
ら
う
た
め
に
も
、新

年
度
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

平
成
31
年
度
か
ら
、全
て
の
新

生
児
が
確
実
に
新
生
児
聴
覚

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
受
診
で
き

る
よ
う
、そ
の
検
査
費
用
を
本
市
が
全

額
負
担
し
て
い
く
。こ
れ
に
よ
り
、先

天
性
難
聴
の
疑
い
が
あ
る
子
ど
も
を

早
期
に
発
見
し
、
検
査
医
療
機
関
に

よ
る
精
密
検
査
と
、心
身
障
が
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
療
育
に
適
切
に
つ
な
ぐ

こ
と
で
、子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

認
知
症
家
族
へ
の
支
援
と
し

て
、認
知
症
カ
フ
ェ
を
昨
年
度

に
引
き
続
き
充
実
さ
せ
、新
た
に
、生

活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
本
人
へ
の
※ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談
支
援
等

を
実
施
す
る
施
策
が
発
表
さ
れ
た
。ど

の
程
度
実
施
さ
れ
る
の
か
、箇
所
数
な

ど
現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
内
容
を
尋

ね
る
。

認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
20
カ
所
の
開
設
を
目

指
す
と
と
も
に
、認
知
症
本
人
同
士
が

支
え
合
う「
ピ
ア
活
動
」を
新
た
に
実

施
す
る
な
ど
、相
談
・
発
信
・
交
流
の
場

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
児
ワ
ク
チ
ン
の
再
接
種
費

用
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
、骨

髄
移
植
の
治
療
な
ど
に
よ
り
接
種
済

み
ワ
ク
チ
ン
の
抗
体
を
な
く
し
た
子

ど
も
た
ち
に
は
吉
報
と
な
っ
た
。新
年

度
は
１
０
５
万
円
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
が
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

骨
髄
移
植
な
ど
の
医
療
行
為

に
よ
り
免
疫
が
失
わ
れ
た
小

児
が
再
度
予
防
接
種
を
行
う
場
合
に
、

小
児
ワ
ク
チ
ン
の
再
接
種
費
用
の
全

額
を
助
成
す
る
も
の
で
、平
成
31
年
４

月
か
ら
開
始
予
定
と
し
て
い
る
。

動
物
愛
護
に
つ
い
て
、犬
猫
殺

処
分
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
の
施

策
が
必
要
で
あ
る
。新
年
度
は
、猫
の

譲
渡
促
進
を
施
策
と
し
て
挙
げ
て
い

る
が
、地
域
猫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の

多
数
の
声
と
し
て
、「
不
妊
去
勢
手
術

の
支
援
を
１
年
で
は
な
く
３
年
間
行

わ
な
い
と
効
果
が
表
れ
な
い
」と
紹
介

し
た
が
、新
年
度
の
取
り
組
み
を
尋
ね

る
。

犬
猫
殺
処
分
を
ゼ
ロ
に
す
る

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
は
、平

成
31
年
度
か
ら
、地
域
猫
活
動
の
支
援

地
域
に
つ
い
て
更
新
制
を
導
入
し
、複

数
年
に
わ
た
り
不
妊
去
勢
手
術
な
ど

の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
し
て
い
く
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
は
慎
重
な
検
討
を

　
２
月
26
日
、27
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
代

表
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
代
表
質
疑
と
は
、市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
は
じ
め
関

係
議
案
に
つ
い
て
市
当
局
の
姿
勢
や
考
え
を
聞
く
も
の
で
、各
会
派

を
代
表
し
て
８
人
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方
は

問

問

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
推
進
を

問

問

答

答

答

答

答

答 答

答問

宿
泊
税
は
速
や
か
な
制
度
設
計
を

犬
猫
殺
処
分
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は

問

自
由
民
主
党

福
岡
市
議
団

子猫の命をつなぐミルクボランティア

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

新
年
度
の
取
り
組
み
は

公
明
党

福
岡
市
議
団

問

認
知
症
家
族
へ
の
支
援
の
充
実
を

問小
児
ワ
ク
チ
ン
の
再
接
種
費
用
の

助
成
内
容
は

代
表
質
疑

高齢者など誰もが外出しやすいまちづくりのために設置された
市有地ベンチ設置例（ベンチプロジェクト）

※
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

　
認
知
症
な
ど
で
、同
じ
よ
う
な
立
場
に
あ
る

「
仲
間
」に
当
事
者
同
士
で
相
談
や
支
援
を
行

う
人
。
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高
齢
者
の
重
要
な
外
出
促
進
施

策
で
あ
る
高
齢
者
乗
車
券
は
多

く
の
高
齢
者
に
活
用
さ
れ
、社
会
参
加

の
促
進
に
寄
与
し
て
い
る
。存
続
は
も

と
よ
り
、利
用
の
拡
充
と
助
成
額
の
増

額
等
を
検
討
し
、併
せ
て
高
齢
者
の
移

動
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
早
急
に
検

討
す
べ
き
だ
が
所
見
を
問
う
。

高
齢
者
乗
車
券
は
、多
く
の
市

民
に
利
用
さ
れ
、社
会
参
加
の

促
進
に
寄
与
し
て
い
る
制
度
で
あ
り
、

今
後
と
も
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
向

け
た
工
夫
や
改
善
を
図
っ
て
い
く
。ま

た
、移
動
が
困
難
な
高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
地
勢
や
交
通
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、地
域
の
状
況
に
応
じ
た
効
果
的
な

支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

市
長
選
挙
の
出
口
調
査
で
の
反

対
の
声
や
議
会
で
の
審
議
不
十

分
の
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
、新
年
度
予

算
に
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
推
進
の
た
め
の
経

費
５
０
０
０
万
円
を
計
上
し
た
こ
と
は

言
語
道
断
で
あ
る
。ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
構

想
は
き
っ
ぱ
り
中
止
す
べ
き
だ
が
所
見

を
問
う
。ロ

ー
プ
ウ
エ
ー
に
つ
い
て
は
、ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
に
お

い
て
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
交
通
混
雑
が

だ
け
公
費
負
担
の
少
な
い
事
業
手
法
も

含
め
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
実
現
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

政
府
は
水
道
法
を
改
正
し
、公

営
水
道
事
業
を
民
営
化
す
る
こ

と
で
、全
国
自
治
体
の
水
道
事
業
に
よ

る
多
額
の
借
金
、赤
字
経
営
を
解
消
す

る
な
ど
と
し
て
い
る
。最
も
重
要
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
に
※コ

ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
を
導
入
す
れ
ば
、安
全
な

水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
な
く
な
る
懸

念
が
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
は
、水
道

法
改
正
に
よ
り
、水
道
の
基
盤

強
化
に
向
け
た
方
策
の
一
つ
と
し
て
設

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。本
市
の
水
道

事
業
に
お
い
て
は
、「
水
道
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
８
」を
策
定
し
、水
道
の
基
盤

強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
、今
後
と
も
安
定
し
た
経
営
を
持
続

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
民
雇
用
者
報
酬
は
、こ
こ
数

年
、政
令
市
中
７
位
と
低
迷
し

て
お
り
、こ
れ
を「
成
長
著
し
い
福
岡
」

と
形
容
す
る
に
は
い
さ
さ
か
決
ま
り
の

悪
さ
を
感
じ
る
が
、本
市
の
経
済
指
標

に
対
す
る
評
価
を
問
う
。

経
済
指
標
に
対
す
る
評
価
等
に

つ
い
て
は
、市
税
収
入
の
増
加

に
加
え
、有
効
求
人
倍
率
の
継
続
的
な

上
昇
や
市
内
事
業
所
の
従
業
者
数
の
増

加
な
ど
か
ら
、全
体
と
し
て
成
長
基
調

に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
構
想
は
、第
三
者

研
究
会
の
も
と
で
検
討
が
加
え

ら
れ
始
め
た
矢
先
に
市
長
が
選
挙
公
約

に
持
ち
出
し
た
段
階
で
客
観
性
を
欠
い

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。必
要
性
も

採
算
性
も
極
め
て
希
薄
な
事
業
の
安
易

な
着
手
は
厳
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
導
入
の
撤
回
や
事
業

計
画
の
中
止
を
求
め
る
が
所
見
を
問
う
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
に
つ
い
て
は
、ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
に
お

い
て
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
交
通
混
雑
が

み
ら
れ
る
こ
と
や
、再
整
備
に
伴
う
将

来
的
な
交
通
需
要
の
増
加
に
適
切
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、で
き
る

み
ら
れ
る
こ
と
や
、再
整
備
に
伴
う
将

来
的
な
交
通
需
要
の
増
加
に
適
切
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、で
き
る

だ
け
公
費
負
担
の
少
な
い
事
業
手
法
も

含
め
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
実
現
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

市
民
生
活
に
も
市
財
政
に
も
大

変
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
天
神
ビ

ッ
グ
バ
ン
構
想
は
直
ち
に
中
止
す
べ
き

で
あ
る
。ま
た
、「
博
多
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ

ド
」な
る
再
開
発
計
画
も
、大
企
業
の
も

う
け
の
た
め
に
住
民
と
中
小
業
者
を
犠

牲
に
し
、莫
大
な
市
費
投
入
に
つ
な
が

る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、直
ち
に
計
画

を
中
止
す
べ
き
だ
が
所
見
を
問
う
。

天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
は
、航
空
法

高
さ
制
限
の
緩
和
等
に
よ
り
、

民
間
活
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
な
が

ら
、安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。博
多
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、交
通
基

盤
の
拡
充
と
あ
わ
せ
、規
制
緩
和
等
に

よ
り
耐
震
性
の
高
い
先
進
的
な
ビ
ル
へ

の
建
て
替
え
を
促
進
す
る
こ
と
で
、周

辺
地
区
と
の
回
遊
性
や
都
市
機
能
の
向

上
を
図
る「
博
多
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
」に

取
り
組
み
、博
多
駅
の
活
力
と
に
ぎ
わ

い
を
周
辺
に
つ
な
げ
て
い
く
。

市
長
は
、国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
へ
の
法
定
外
繰
入
を

市
長
就
任
時
と
比
べ
37
億
円
も
減
ら
し

保
険
料
引
き
下
げ
に
背
を
向
け
よ
う
と

し
て
い
る
。繰
り
入
れ
を
最
高
時
の
水

準
に
戻
し
、保
険
料
の
大
幅
引
き
下
げ

を
図
る
べ
き
だ
が
所
見
を
問
う
。

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

医
療
分
と
支
援
分
の
一
人
当
た

り
の
合
計
が
平
成
30
年
度
と
同
額
に
な

る
よ
う
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
い
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

高
齢
者
乗
車
券
は
所
得
制
限
や

上
限
額
を
な
く
し
、使
い
や
す

い
も
の
へ
と
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、敬

老
金
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
だ
が
所
見
を

問
う
。

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
、

人
口
構
造
等
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、医
療
や
介
護
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
制
度
や
仕
組
み
を
再
構
築
し
持
続

可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。そ
の
た
め
、敬
老
金
を
廃
止
す
る
一

方
で
、支
援
が
必
要
な
方
を
社
会
全
体

で
支
え
て
い
く
施
策
へ
の
重
点
化
を
図

っ
て
い
る
。高
齢
者
乗
車
券
は
、多
く
の

市
民
に
利
用
さ
れ
、社
会
参
加
の
促
進

に
寄
与
し
て
い
る
制
度
で
あ
り
、今
後

と
も
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た

工
夫
や
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
が
こ
れ
か
ら
も
活
力
あ
る

都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、社
会
全
体
で
健
康
寿
命
の
延

伸
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

高
齢
者
が
自
立
し
て
元
気
に
暮
ら
し
続

け
る
た
め
、健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た

高
齢
者
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

誰
も
が
健
康
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目

指
す「
福
岡
１
０
０
」の
一
環
と
し
て
、よ

か
ト
レ
実
践
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
支
援

や
、健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の

実
施
な
ど
、健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

本
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
創
業
支
援

を
実
施
し
て
お
り
、海
外
展
開
を

進
め
る
こ
と
で
事
業
や
雇
用
を
拡
大
し

て
い
る
事
例
も
出
て
い
る
と
聞
く
。創

業
支
援
や
海
外
展
開
支
援
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果
と
今
後
の
取
り

組
み
を
問
う
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
で
は
１

８
０
社
以
上
が
起
業
し
、「
フ
ク

い
て
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
交
通
混
雑
が

み
ら
れ
る
こ
と
や
、再
整
備
に
伴
う
将

来
的
な
交
通
需
要
の
増
加
に
適
切
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、で
き
る

だ
け
公
費
負
担
の
少
な
い
事
業
手
法
も

含
め
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
実
現
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

自
治
会
・
町
内
会
な
ど
の
加
入

率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、併
せ

て
地
域
団
体
の
役
員
な
ど
の
担
い
手
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
さ
ら
な
る

支
援
が
必
要
で
あ
る
。共
創
の
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
新
年
度
の
取

り
組
み
を
問
う
。

自
治
協
議
会
と
行
政
が
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

と
地
域
の
未
来
を
共
に
創
り
出
す「
共

創
」の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。地

域
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
企
業
や
商

店
街
、若
い
世
代
な
ど
の
地
域
活
動
へ

の
参
加
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、さ
ま

団
の
相
互
派
遣
や
日
本
語
学
習
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

障
が
い
児
の
支
援
に
つ
い
て
、近

年
、市
内
三
つ
の
療
育
セ
ン
タ

ー
等
に
お
け
る
新
規
受
診
児
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、特
に
南
部
地
域
の
療
育

環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
市

の
療
育
環
境
は
さ
ら
な
る
整
備
が
必
要

で
あ
り
、ま
た
、療
育
施
設
と
保
育
所
等

と
の
連
携
強
化
を
進
め
る
べ
き
だ
が
所

見
を
問
う
。

南
部
地
域
の
療
育
環
境
に
つ
い

て
は
、障
が
い
児
の
増
加
や
療

育
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
、相
談
・
診

断
・
療
育
の
各
機
能
の
さ
ら
な
る
強
化

や
、最
適
な
施
設
配
置
な
ど
総
合
的
に

検
討
し
て
い
く
。保
育
所
等
に
通
う
障

が
い
児
へ
の
支
援
は
、療
育
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
外
来
療
育
や
、訪
問
支
援
、並
行
通

園
等
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
再

整
備
に
伴
う
新
た
な
交
通
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、多
く
の
市
民
が
ロ
ー
プ

ウ
エ
ー
の
導
入
に
反
対
し
、ま
た
、厳
し

い
財
政
状
況
も
続
く
中
で
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
に
つ
い
て
は
、ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
に
お

オ
カ
・
グ
ロ
ー
ス
・
ネ
ク
ス
ト
」の
入
居

企
業
に
80
億
円
以
上
の
投
資
が
集
ま
る

な
ど
着
実
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
都
市
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
き
て
い
る
。

専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
や

開
業
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
新
設
な

ど
、よ
り
創
業
し
や
す
い
環
境
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
や
投
資
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
の
介
護
職
員
の
離
職
率
は

全
国
や
県
の
平
均
を
上
回
る
状

況
で
あ
り
、人
材
不
足
は
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。介
護
人
材
の
確
保
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
今

後
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

平
成
31
年
度
か
ら
高
齢
者
や
女

性
等
の
人
材
の
参
入
促
進
、労

働
環
境
や
処
遇
の
改
善
に
加
え
、介
護

事
業
所
の
表
彰
や
研
修
を
通
し
た
資
質

の
向
上
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。ま
た
、

外
国
人
介
護
人
材
の
受
け
入
れ
を
促
進

す
る
た
め
、関
係
者
に
よ
る
連
携
・
協
議

の
場
を
つ
く
り
、ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
使
節

ざ
ま
な
主
体
と
地
域
を
つ
な
ぐ「
共
創

コ
ネ
ク
タ
ー
」を
配
置
す
る
な
ど
、地
域

の
活
性
化
や
課
題
解
決
に
向
け
た
新
た

な
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

本
市
は
依
然
と
し
て
地
域
活
動

の
担
い
手
不
足
や
固
定
化
な
ど

の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、自
治
協
議
会

や
自
治
会
、町
内
会
な
ど
の
現
状
を
把

握
し
、地
域
活
動
の
担
い
手
確
保
・
育
成

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

が
所
信
を
問
う
。

地
域
活
動
の
担
い
手
確
保
・
育

成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

自
治
協
議
会
に
対
す
る
補
助
金
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、企
業
や
商
店
街
な
ど

の
地
域
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
や
、地

域
の
新
た
な
担
い
手
づ
く
り
や
人
材
発

掘
に
資
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。平

成
30
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
、さ
ら
な
る
地
域
へ
の

支
援
策
を
検
討
す
る
な
ど「
共
創
」の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

今
後
の
空
港
機
能
の
強
化
等
に

よ
る
環
境
の
変
化
に
適
切
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、周
辺
地
域
の
振
興

や
活
性
化
を
図
る
た
め
環
境
整
備
や

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

が
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

福
岡
空
港
の
発
展
は
周
辺
住
民

の
理
解
と
協
力
に
支
え
ら
れ
て

お
り
、周
辺
地
域
の
振
興
と
活
性
化
を

図
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ

る
。今
後
、国
や
県
、空
港
運
営
会
社
な

ど
と
と
も
に
、地
域
と
課
題
や
ニ
ー
ズ

を
共
有
し
な
が
ら
、周
辺
地
域
の
環
境

対
策
と
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、中
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
す

た
め
に
、市
政
運
営
は
市
民
と

と
も
に
支
え
合
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。誰
一
人

取
り
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、言
葉

だ
け
で
な
く
実
態
の
伴
う
施
策
を
展
開

す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

人
口
や
観
光
客
は
増
え
続
け
、

企
業
の
立
地
や
創
業
が
進
む
と

と
も
に
、市
税
収
入
は
過
去
最
高
を
更

新
し
て
い
る
。こ
の
成
長
の
果
実
を
生

か
し
、子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

や
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
ん
で
お
り
、こ
の
好
循
環
を
確

固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
、子
育
て
支

援
や
教
育
環
境
の
充
実
、人
生
１
０
０

年
時
代
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
基
づ
く

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
が

必
要
で
あ
る
。教
育
現
場
で
も
子
ど
も

の
権
利
条
約
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
、自

尊
感
情
や
人
権
意
識
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
求
め
る
が
所
見
を
問
う
。

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
は
、

第
４
次
子
ど
も
総
合
計
画
に
基

づ
き
、大
切
さ
を
広
く
市
民
に
浸
透
さ

せ
る
と
と
も
に
、保
障
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。教
育
に
つ
い

て
は
、道
徳
教
育
を
は
じ
め
、学
校
の
教

育
活
動
全
体
に
お
い
て
計
画
的
に
推
進

し
て
お
り
、今
後
も
人
権
に
関
す
る
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、自
分
や
他
者

を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
い
く
。

答

答

答答

答

答

答

問

問

水
道
事
業
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の

導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
構
想
は
中
止
す
べ
き

天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
や

博
多
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
の
中
止
を

問

問

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た

取
り
組
み
を

高
齢
者
乗
車
券
制
度
な
ど
の
充
実
を

問 国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

日
本
共
産
党

福
岡
市
議
団

自
民
党
新
福
岡

緑
と
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

答答

答答 答

問 創
業
支
援
や
海
外
展
開
支
援
へ
の

取
り
組
み
を

答

介
護
人
材
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
導
入
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

問問 高
齢
者
乗
車
券
の
利
用
拡
充
と

助
成
額
の
増
額
を

み
ら
い
・

無
所
属
の
会

答

答

答

答問

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

共
創
の
地
域
づ
く
り
の
推
進
を

問

問 福
岡
空
港
周
辺
地
域
の

環
境
整
備
等
の
今
後
の
取
り
組
み
は

答 問 子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
を

問 誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に

実
態
の
伴
う
施
策
の
展
開
を

福
岡
維
新
の
会

問 地
域
活
動
の
担
い
手
確
保
や
育
成
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
べ
き

曲渕ダム

問

障
が
い
児
の
療
育
環
境
の

さ
ら
な
る
整
備
を

問

問 本
市
の
経
済
指
標
に
対
す
る

評
価
を
問
う

福
岡
市
民

ク
ラ
ブ

問 ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
導
入
の
撤
回
や

事
業
計
画
の
中
止
を

※
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

　
施
設
の
所
有
権
を
公
共
が
有
し
た
ま
ま
、民

間
事
業
者
に
当
該
施
設
の
運
営
を
委
ね
る
方
式
。

再整備が進められるウォーターフロント地区

スタートアップカフェ

みんなの大浜まつり

平成31年４月に民営化された福岡空港

第４次子ども総合計画
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高
齢
者
の
重
要
な
外
出
促
進
施

策
で
あ
る
高
齢
者
乗
車
券
は
多

く
の
高
齢
者
に
活
用
さ
れ
、社
会
参
加

の
促
進
に
寄
与
し
て
い
る
。存
続
は
も

と
よ
り
、利
用
の
拡
充
と
助
成
額
の
増

額
等
を
検
討
し
、併
せ
て
高
齢
者
の
移

動
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
早
急
に
検

討
す
べ
き
だ
が
所
見
を
問
う
。

高
齢
者
乗
車
券
は
、多
く
の
市

民
に
利
用
さ
れ
、社
会
参
加
の

促
進
に
寄
与
し
て
い
る
制
度
で
あ
り
、

今
後
と
も
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
向

け
た
工
夫
や
改
善
を
図
っ
て
い
く
。ま

た
、移
動
が
困
難
な
高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
地
勢
や
交
通
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、地
域
の
状
況
に
応
じ
た
効
果
的
な

支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

市
長
選
挙
の
出
口
調
査
で
の
反

対
の
声
や
議
会
で
の
審
議
不
十

分
の
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
、新
年
度
予

算
に
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
推
進
の
た
め
の
経

費
５
０
０
０
万
円
を
計
上
し
た
こ
と
は

言
語
道
断
で
あ
る
。ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
構

想
は
き
っ
ぱ
り
中
止
す
べ
き
だ
が
所
見

を
問
う
。ロ

ー
プ
ウ
エ
ー
に
つ
い
て
は
、ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
に
お

い
て
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
交
通
混
雑
が

だ
け
公
費
負
担
の
少
な
い
事
業
手
法
も

含
め
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
実
現
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

政
府
は
水
道
法
を
改
正
し
、公

営
水
道
事
業
を
民
営
化
す
る
こ

と
で
、全
国
自
治
体
の
水
道
事
業
に
よ

る
多
額
の
借
金
、赤
字
経
営
を
解
消
す

る
な
ど
と
し
て
い
る
。最
も
重
要
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
に
※コ

ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
を
導
入
す
れ
ば
、安
全
な

水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
な
く
な
る
懸

念
が
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
は
、水
道

法
改
正
に
よ
り
、水
道
の
基
盤

強
化
に
向
け
た
方
策
の
一
つ
と
し
て
設

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。本
市
の
水
道

事
業
に
お
い
て
は
、「
水
道
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
８
」を
策
定
し
、水
道
の
基
盤

強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
、今
後
と
も
安
定
し
た
経
営
を
持
続

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
民
雇
用
者
報
酬
は
、こ
こ
数

年
、政
令
市
中
７
位
と
低
迷
し

て
お
り
、こ
れ
を「
成
長
著
し
い
福
岡
」

と
形
容
す
る
に
は
い
さ
さ
か
決
ま
り
の

悪
さ
を
感
じ
る
が
、本
市
の
経
済
指
標

に
対
す
る
評
価
を
問
う
。

経
済
指
標
に
対
す
る
評
価
等
に

つ
い
て
は
、市
税
収
入
の
増
加

に
加
え
、有
効
求
人
倍
率
の
継
続
的
な

上
昇
や
市
内
事
業
所
の
従
業
者
数
の
増

加
な
ど
か
ら
、全
体
と
し
て
成
長
基
調

に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
構
想
は
、第
三
者

研
究
会
の
も
と
で
検
討
が
加
え

ら
れ
始
め
た
矢
先
に
市
長
が
選
挙
公
約

に
持
ち
出
し
た
段
階
で
客
観
性
を
欠
い

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。必
要
性
も

採
算
性
も
極
め
て
希
薄
な
事
業
の
安
易

な
着
手
は
厳
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
導
入
の
撤
回
や
事
業

計
画
の
中
止
を
求
め
る
が
所
見
を
問
う
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
に
つ
い
て
は
、ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
に
お

い
て
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
交
通
混
雑
が

み
ら
れ
る
こ
と
や
、再
整
備
に
伴
う
将

来
的
な
交
通
需
要
の
増
加
に
適
切
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、で
き
る

み
ら
れ
る
こ
と
や
、再
整
備
に
伴
う
将

来
的
な
交
通
需
要
の
増
加
に
適
切
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、で
き
る

だ
け
公
費
負
担
の
少
な
い
事
業
手
法
も

含
め
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
実
現
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

市
民
生
活
に
も
市
財
政
に
も
大

変
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
天
神
ビ

ッ
グ
バ
ン
構
想
は
直
ち
に
中
止
す
べ
き

で
あ
る
。ま
た
、「
博
多
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ

ド
」な
る
再
開
発
計
画
も
、大
企
業
の
も

う
け
の
た
め
に
住
民
と
中
小
業
者
を
犠

牲
に
し
、莫
大
な
市
費
投
入
に
つ
な
が

る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、直
ち
に
計
画

を
中
止
す
べ
き
だ
が
所
見
を
問
う
。

天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
は
、航
空
法

高
さ
制
限
の
緩
和
等
に
よ
り
、

民
間
活
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
な
が

ら
、安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。博
多
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、交
通
基

盤
の
拡
充
と
あ
わ
せ
、規
制
緩
和
等
に

よ
り
耐
震
性
の
高
い
先
進
的
な
ビ
ル
へ

の
建
て
替
え
を
促
進
す
る
こ
と
で
、周

辺
地
区
と
の
回
遊
性
や
都
市
機
能
の
向

上
を
図
る「
博
多
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
」に

取
り
組
み
、博
多
駅
の
活
力
と
に
ぎ
わ

い
を
周
辺
に
つ
な
げ
て
い
く
。

市
長
は
、国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
へ
の
法
定
外
繰
入
を

市
長
就
任
時
と
比
べ
37
億
円
も
減
ら
し

保
険
料
引
き
下
げ
に
背
を
向
け
よ
う
と

し
て
い
る
。繰
り
入
れ
を
最
高
時
の
水

準
に
戻
し
、保
険
料
の
大
幅
引
き
下
げ

を
図
る
べ
き
だ
が
所
見
を
問
う
。

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

医
療
分
と
支
援
分
の
一
人
当
た

り
の
合
計
が
平
成
30
年
度
と
同
額
に
な

る
よ
う
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
い
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

高
齢
者
乗
車
券
は
所
得
制
限
や

上
限
額
を
な
く
し
、使
い
や
す

い
も
の
へ
と
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、敬

老
金
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
だ
が
所
見
を

問
う
。

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
、

人
口
構
造
等
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、医
療
や
介
護
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
制
度
や
仕
組
み
を
再
構
築
し
持
続

可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。そ
の
た
め
、敬
老
金
を
廃
止
す
る
一

方
で
、支
援
が
必
要
な
方
を
社
会
全
体

で
支
え
て
い
く
施
策
へ
の
重
点
化
を
図

っ
て
い
る
。高
齢
者
乗
車
券
は
、多
く
の

市
民
に
利
用
さ
れ
、社
会
参
加
の
促
進

に
寄
与
し
て
い
る
制
度
で
あ
り
、今
後

と
も
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た

工
夫
や
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
が
こ
れ
か
ら
も
活
力
あ
る

都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、社
会
全
体
で
健
康
寿
命
の
延

伸
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

高
齢
者
が
自
立
し
て
元
気
に
暮
ら
し
続

け
る
た
め
、健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た

高
齢
者
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

誰
も
が
健
康
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目

指
す「
福
岡
１
０
０
」の
一
環
と
し
て
、よ

か
ト
レ
実
践
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
支
援

や
、健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の

実
施
な
ど
、健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

本
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
創
業
支
援

を
実
施
し
て
お
り
、海
外
展
開
を

進
め
る
こ
と
で
事
業
や
雇
用
を
拡
大
し

て
い
る
事
例
も
出
て
い
る
と
聞
く
。創

業
支
援
や
海
外
展
開
支
援
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果
と
今
後
の
取
り

組
み
を
問
う
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
で
は
１

８
０
社
以
上
が
起
業
し
、「
フ
ク

い
て
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
交
通
混
雑
が

み
ら
れ
る
こ
と
や
、再
整
備
に
伴
う
将

来
的
な
交
通
需
要
の
増
加
に
適
切
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、で
き
る

だ
け
公
費
負
担
の
少
な
い
事
業
手
法
も

含
め
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
実
現
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

自
治
会
・
町
内
会
な
ど
の
加
入

率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、併
せ

て
地
域
団
体
の
役
員
な
ど
の
担
い
手
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
さ
ら
な
る

支
援
が
必
要
で
あ
る
。共
創
の
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
新
年
度
の
取

り
組
み
を
問
う
。

自
治
協
議
会
と
行
政
が
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

と
地
域
の
未
来
を
共
に
創
り
出
す「
共

創
」の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。地

域
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
企
業
や
商

店
街
、若
い
世
代
な
ど
の
地
域
活
動
へ

の
参
加
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、さ
ま

団
の
相
互
派
遣
や
日
本
語
学
習
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

障
が
い
児
の
支
援
に
つ
い
て
、近

年
、市
内
三
つ
の
療
育
セ
ン
タ

ー
等
に
お
け
る
新
規
受
診
児
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、特
に
南
部
地
域
の
療
育

環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
市

の
療
育
環
境
は
さ
ら
な
る
整
備
が
必
要

で
あ
り
、ま
た
、療
育
施
設
と
保
育
所
等

と
の
連
携
強
化
を
進
め
る
べ
き
だ
が
所

見
を
問
う
。

南
部
地
域
の
療
育
環
境
に
つ
い

て
は
、障
が
い
児
の
増
加
や
療

育
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
、相
談
・
診

断
・
療
育
の
各
機
能
の
さ
ら
な
る
強
化

や
、最
適
な
施
設
配
置
な
ど
総
合
的
に

検
討
し
て
い
く
。保
育
所
等
に
通
う
障

が
い
児
へ
の
支
援
は
、療
育
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
外
来
療
育
や
、訪
問
支
援
、並
行
通

園
等
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
再

整
備
に
伴
う
新
た
な
交
通
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、多
く
の
市
民
が
ロ
ー
プ

ウ
エ
ー
の
導
入
に
反
対
し
、ま
た
、厳
し

い
財
政
状
況
も
続
く
中
で
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
に
つ
い
て
は
、ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
に
お

オ
カ
・
グ
ロ
ー
ス
・
ネ
ク
ス
ト
」の
入
居

企
業
に
80
億
円
以
上
の
投
資
が
集
ま
る

な
ど
着
実
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
都
市
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
き
て
い
る
。

専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
や

開
業
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
新
設
な

ど
、よ
り
創
業
し
や
す
い
環
境
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
や
投
資
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
の
介
護
職
員
の
離
職
率
は

全
国
や
県
の
平
均
を
上
回
る
状

況
で
あ
り
、人
材
不
足
は
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。介
護
人
材
の
確
保
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
今

後
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

平
成
31
年
度
か
ら
高
齢
者
や
女

性
等
の
人
材
の
参
入
促
進
、労

働
環
境
や
処
遇
の
改
善
に
加
え
、介
護

事
業
所
の
表
彰
や
研
修
を
通
し
た
資
質

の
向
上
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。ま
た
、

外
国
人
介
護
人
材
の
受
け
入
れ
を
促
進

す
る
た
め
、関
係
者
に
よ
る
連
携
・
協
議

の
場
を
つ
く
り
、ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
使
節

ざ
ま
な
主
体
と
地
域
を
つ
な
ぐ「
共
創

コ
ネ
ク
タ
ー
」を
配
置
す
る
な
ど
、地
域

の
活
性
化
や
課
題
解
決
に
向
け
た
新
た

な
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

本
市
は
依
然
と
し
て
地
域
活
動

の
担
い
手
不
足
や
固
定
化
な
ど

の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、自
治
協
議
会

や
自
治
会
、町
内
会
な
ど
の
現
状
を
把

握
し
、地
域
活
動
の
担
い
手
確
保
・
育
成

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

が
所
信
を
問
う
。

地
域
活
動
の
担
い
手
確
保
・
育

成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

自
治
協
議
会
に
対
す
る
補
助
金
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、企
業
や
商
店
街
な
ど

の
地
域
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
や
、地

域
の
新
た
な
担
い
手
づ
く
り
や
人
材
発

掘
に
資
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。平

成
30
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
、さ
ら
な
る
地
域
へ
の

支
援
策
を
検
討
す
る
な
ど「
共
創
」の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

今
後
の
空
港
機
能
の
強
化
等
に

よ
る
環
境
の
変
化
に
適
切
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、周
辺
地
域
の
振
興

や
活
性
化
を
図
る
た
め
環
境
整
備
や

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

が
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

福
岡
空
港
の
発
展
は
周
辺
住
民

の
理
解
と
協
力
に
支
え
ら
れ
て

お
り
、周
辺
地
域
の
振
興
と
活
性
化
を

図
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ

る
。今
後
、国
や
県
、空
港
運
営
会
社
な

ど
と
と
も
に
、地
域
と
課
題
や
ニ
ー
ズ

を
共
有
し
な
が
ら
、周
辺
地
域
の
環
境

対
策
と
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、中
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
す

た
め
に
、市
政
運
営
は
市
民
と

と
も
に
支
え
合
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。誰
一
人

取
り
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、言
葉

だ
け
で
な
く
実
態
の
伴
う
施
策
を
展
開

す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

人
口
や
観
光
客
は
増
え
続
け
、

企
業
の
立
地
や
創
業
が
進
む
と

と
も
に
、市
税
収
入
は
過
去
最
高
を
更

新
し
て
い
る
。こ
の
成
長
の
果
実
を
生

か
し
、子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

や
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
ん
で
お
り
、こ
の
好
循
環
を
確

固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
、子
育
て
支

援
や
教
育
環
境
の
充
実
、人
生
１
０
０

年
時
代
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
基
づ
く

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
が

必
要
で
あ
る
。教
育
現
場
で
も
子
ど
も

の
権
利
条
約
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
、自

尊
感
情
や
人
権
意
識
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
求
め
る
が
所
見
を
問
う
。

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
は
、

第
４
次
子
ど
も
総
合
計
画
に
基

づ
き
、大
切
さ
を
広
く
市
民
に
浸
透
さ

せ
る
と
と
も
に
、保
障
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。教
育
に
つ
い

て
は
、道
徳
教
育
を
は
じ
め
、学
校
の
教

育
活
動
全
体
に
お
い
て
計
画
的
に
推
進

し
て
お
り
、今
後
も
人
権
に
関
す
る
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、自
分
や
他
者

を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
い
く
。

答

答

答答

答

答

答

問

問

水
道
事
業
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の

導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
構
想
は
中
止
す
べ
き

天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
や

博
多
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
の
中
止
を

問

問

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た

取
り
組
み
を

高
齢
者
乗
車
券
制
度
な
ど
の
充
実
を

問 国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

日
本
共
産
党

福
岡
市
議
団

自
民
党
新
福
岡

緑
と
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

答答

答答 答

問 創
業
支
援
や
海
外
展
開
支
援
へ
の

取
り
組
み
を

答

介
護
人
材
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
導
入
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

問問 高
齢
者
乗
車
券
の
利
用
拡
充
と

助
成
額
の
増
額
を

み
ら
い
・

無
所
属
の
会

答

答

答

答問

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

共
創
の
地
域
づ
く
り
の
推
進
を

問

問 福
岡
空
港
周
辺
地
域
の

環
境
整
備
等
の
今
後
の
取
り
組
み
は

答 問 子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
を

問 誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に

実
態
の
伴
う
施
策
の
展
開
を

福
岡
維
新
の
会

問 地
域
活
動
の
担
い
手
確
保
や
育
成
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
べ
き

曲渕ダム

問

障
が
い
児
の
療
育
環
境
の

さ
ら
な
る
整
備
を

問

問 本
市
の
経
済
指
標
に
対
す
る

評
価
を
問
う

福
岡
市
民

ク
ラ
ブ

問 ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
導
入
の
撤
回
や

事
業
計
画
の
中
止
を

※
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

　
施
設
の
所
有
権
を
公
共
が
有
し
た
ま
ま
、民

間
事
業
者
に
当
該
施
設
の
運
営
を
委
ね
る
方
式
。

再整備が進められるウォーターフロント地区

スタートアップカフェ

みんなの大浜まつり

平成31年４月に民営化された福岡空港

第４次子ども総合計画
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開
業
区
間
は
引
き
続
き
利
用
促
進
に

努
め
る
こ
と
、延
伸
区
間
は
道
路
陥
没
事

故
や
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
た

見
直
し
で
、開
業
は
平
成
34
年
度
、事
業

費
は
約
５
８
７
億
円
に
な
る
が
採
算
性

は
維
持
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、開

業
区
間
は
交
通
結
節
機
能
強
化
等
、延

伸
区
間
は
安
全
・
快
適
で
に
ぎ
わ
い
や

魅
力
あ
る
通
り
の
形
成
に
向
け
た
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

安
全
を
最
優
先
と
し
た
延
伸
事
業
の

推
進
、市
民
へ
の
情
報
発
信
等
、総
合
的

な
調
査
・
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

高
速
鉄
道
２
号
線
と
西
鉄
貝
塚
線
と

の
直
通
運
転
化
の
運
行
ス
キ
ー
ム
の
再

検
討
案
の
調
査
を
行
っ
た
。事
業
採
算

性
、九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地

な
ど
沿
線
の
動
向
に
も
留
意
し
た
調

査
・
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

バ
ス
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
、公
共

交
通
が
空
白
と
な
る
地
域
へ
の
代
替
交

通
へ
の
補
助
等
を
行
っ
て
い
る
と
の
報

平
行
誘
導
路
二
重
化
に
つ
い
て
は
駐

機
場
改
良
工
事
等
、滑
走
路
増
設
に
つ

い
て
は
誘
導
路
の
整
備
等
、ヘ
リ
機
能

移
設
に
つ
い
て
は
移
設
先
の
用
地
造
成

等
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、民
間
委
託

に
つ
い
て
は
、空
港
所
在
の
自
治
体
と

し
て
意
見
す
べ
き
も
の
は
意
見
し
、協

議
し
て
い
く
こ
と
等
の
報
告
を
受
け

た
。今
後
も
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

「
外
郭
団
体
の
あ
り
方
に
関
す
る
指

針
」を
策
定
し
、よ
り
効
率
的
・
効
果
的

な
行
政
運
営
を
推
進
し
て
い
く
と
の
報

告
を
受
け
た
。今
後
も
調
査
・
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ふ
く
お
か
都
市
圏
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、消
防
通
信
指
令
業
務
の

共
同
運
用
等
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。今
後
も
住

民
の
住
み
や
す
さ
の
向
上
と
都
市
圏
の

活
性
化
等
の
た
め
、調
査
・
検
討
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

自
治
協
議
会
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、企
業
、商
店
街
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、地
域
の
未
来

を
共
に
創
る「
共
創
」の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。今

後
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
取
り
組

み
状
況
等
に
つ
い
て
、調
査
・
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

地
方
分
権
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
や

新
た
な
大
都
市
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
、必
要
に
応
じ
て
調
査
を
行
っ
て
い

く
。福

岡
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
、

災
害
対
応
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た

め
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
の
報
告
を

受
け
た
。今
後
も
防
災
対
策
の
整
備
・
充

実
に
つ
い
て
、調
査
・
検
討
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

本
市
で
の
導
入
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
の
住
宅
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
補
助
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
報
告
を
受
け

た
。今
後
も
普
及
促
進
に
向
け
て
、調

査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

福
岡
市
保
健
福
祉
総
合
計
画
で
は
、

健
康
づ
く
り
な
ど
の
自
立
の
促
進
と
支

援
等
の
三
つ
の
方
向
性
を
掲
げ
て
施
策

に
取
り
組
む
こ
と
、配
る
福
祉
か
ら
支

え
る
福
祉
へ
の
政
策
転
換
に
よ
り
、持
続

可
能
な
制
度
や
仕
組
み
へ
と
施
策
を
再

構
築
し
て
い
く
と
の
考
え
が
示
さ
れ

た
。高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
で
は
、い
き

い
き
と
し
た
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
実
現
等

の
五
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
推
進
し
て

お
り
、第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
い
て
、地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
を
進

め
て
い
く
と
の
報
告
を
受
け
た
。

福
岡
市
健
康
先
進
都
市
戦
略
に
基
づ

く「
福
岡
1
0
0
」で
は
、オ
ー
ル
福
岡

を
掲
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

人
生
1
0
0
年
時
代
を
見
据
え
た
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、引
き
続

き
全
庁
を
挙
げ
て
一
体
的
に
施
策
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、産
学
民
の
参
画
を

得
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
と

の
報
告
を
受
け
た
。

高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
の
総
合
的
な

推
進
と
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、高
齢
者
や
介

護
者
の
実
態
と
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、健
康
づ
く
り
や
介
護

予
防
施
策
の
推
進
等
に
つ
い
て
、今
後

と
も
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

第
４
次
子
ど
も
総
合
計
画
で
は
、三

つ
の
目
標
ご
と
に
施
策
を
体
系
化
し
取

り
組
ん
で
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

今
後
も
、本
計
画
に
基
づ
く
子
ど
も

施
策
と
、い
じ
め
や
不
登
校
等
の
未
然

防
止
対
策
と
教
職
員
の
対
応
力
強
化
な

ど
目
標
ご
と
の
課
題
に
つ
い
て
、調
査
・

検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

福
岡
市
働
く
女
性
の
活
躍
推
進
計
画

は
、女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍

の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
計
画
的
、効

果
的
に
進
め
る
た
め
に
策
定
し
、福
岡

市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画（
第
３
次
）

の
基
本
目
標
３
、４
の
部
分
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

今
後
も
、本
計
画
に
基
づ
く
女
性
活

躍
推
進
の
施
策
と
、企
業
等
に
お
け
る

ワ
ー
ク
･
ラ
イ
フ
･
バ
ラ
ン
ス
の
促
進

等
の
課
題
に
つ
い
て
、調
査
・
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

常
任
委
員
会
の
名
称
お
よ
び
そ
の
所

管
を
変
更
す
る
こ
と
が
適
当
と
い
う
こ

と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。（
８
面
に
関

連
記
事
）

請
願
の
取
り
扱
い
協
議
時
お
よ
び
採

決
時
な
ら
び
に
議
案
の
採
決
時
に
傍
聴

者
に
退
室
を
求
め
る
取
り
扱
い
は
廃
止

す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
ま
と

ま
っ
た
。

議
場
お
よ
び
第
３
特
別
委
員
会
室
に

残
時
間
表
示
計
を
設
置
す
る
こ
と
が
適

当
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。

小
・
中
学
生
の
段
階
か
ら
市
議
会
の

役
割
や
市
議
会
議
員
の
仕
事
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、社
会
科
特
別

授
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
と
い
う

こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。ま
た
、市

議
会
広
報
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
製
す
る
こ
と
が

適
当
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ

た
。請

願
に
つ
い
て
、審
査
時
に
紹
介
議

員
に
質
疑
を
行
う
こ
と
が
適
当
と
い
う

こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
り
、ま
た
、現
行

通
り
結
論
を
出
さ
ず
に
継
続
審
査
と
す

る
こ
と
を
認
め
る
取
り
扱
い
と
す
る
こ

と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。

議
会
基
本
条
例
の
概
要
に
つ
い
て
他
都

市
の
状
況
等
を
含
め
て
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、地
方
議
会
に
係
る
基
本
的
事
項

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、ま
た
、議
会
基
本

条
例
の
有
効
性
等
を
調
査
す
る
た
め
、議

会
基
本
条
例
に
関
す
る
有
識
者
を
参
考

人
と
し
て
招
致
し
意
見
を
聴
取
し
た
。

ま
た
、議
会
基
本
条
例
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
等
に
つ
い
て
の
認
識
を
確

認
し
た
。

議
会
基
本
条
例
に
関
す
る
審
議
の
方

針
に
つ
い
て
は
、結
論
を
得
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

告
を
受
け
た
。地
域
の
実
情
に
応
じ
た

生
活
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
、調
査
・
検

討
の
必
要
が
あ
る
。

南
部
地
域
に
お
け
る
鉄
軌
道
導
入

は
、新
た
な
状
況
と
な
っ
た
時
点
で
調

査
・
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

都
心
部
の
交
通
混
雑
対
策
に
つ
い

て
、公
共
交
通
に
よ
る
都
心
部
の
交
通

ア
ク
セ
ス
の
向
上
等
の
報
告
を
受
け

た
。マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換

や
自
動
車
交
通
の
削
減
、抑
制
に
向
け

た
調
査
・
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

都
心
部
の
総
合
的
な
自
転
車
対
策
に

つ
い
て
は
、モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
の
啓
発
、

放
置
自
転
車
の
撤
去
等
に
引
き
続
き
取

り
組
む
と
の
報
告
を
受
け
た
。

観
光
交
通
対
策
に
つ
い
て
、ク
ル
ー

ズ
船
観
光
客
の
貸
し
切
り
バ
ス
駐
車
場

整
備
と
貸
し
切
り
バ
ス
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン

方
式
を
導
入
し
た
こ
と
等
の
報
告
を
受

け
た
。今
後
も
既
存
駐
車
場
の
利
用
促

進
等
の
調
査
・
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

今
期
で
は
、具
体
的
な
議
論
を
行
う

機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、円
滑
な
道
路

交
通
の
確
保
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
の

必
要
が
あ
る
。

　
特
定
の
テ
ー
マ
、課
題
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
の
四
つ
の
特
別

委
員
会
か
ら
、調
査
の
経
過
お
よ
び
集
約
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
、

本
会
議
で
報
告
が
行
わ
れ
、調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。要
旨
は
次

の
通
り
で
す
。（
特
別
委
員
会
の
動
き
は
８
面
参
照
）

特
別
委
員
会
の
調
査
報
告

高
速
鉄
道
３
号
線（
地
下
鉄
七
隈
線
）と

沿
線
の
ま
ち
づ
く
り

福
岡
都
市
圏
に
お
け
る

公
共
交
通
機
関

交
通
対
策
特
別
委
員
会

道
路
交
通
の
円
滑
化

福
岡
空
港

外
郭
団
体
の
在
り
方

広
域
的
行
政

住
民
自
治
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
方
分
権
の
推
進

防
災

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

高
齢
化
対
策

都
市
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会

少
子
・
高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

少
子
化
対
策

議
会
改
革

議
会
基
本
条
例

自由民主党福岡市議団

福岡市民クラブ
平成31年度予算の審議に当たり、私たちは髙島

市政に対して厳しいチェックを行うとともに、会派が
主張する「福岡市の目指すべき都市像」について、以
下の四つの視点から様々な政策提案を行いました。

主な政策提言としては、保育環境の整備や子
ども医療費助成の拡充などの子育て支援施策、
高齢者の移動や外出をサポートするための制
度の拡充、コミュニティバスの導入をはじめと
する生活交通の確保に向けた取り組み、「福岡
の食」を産業として育成するための飲食関係事
業者等に対する支援施策、義務教育に係る保
護者の経済的負担を軽減する施策などについ
て、新年度予算に反映させるよう求めました。

○生活保障戦略… 一人ひとりの命と幸せを大
切にする社会

○成 長 戦 略… 人と技術の結びつきが新た
な価値を生み出す創造都市

○地域主権戦略… 市民が自ら発言し、議論し、
決定する仕組みづくり

○共 生 戦 略…一人ひとりの生命と尊厳を守
り、誰もが安心できる包摂社会

日本共産党福岡市議団
私たちは市民の多数が反対しているロープ

ウエー計画をやめ、暮らし・福祉に回すように
主張してきました。その中で市長の暴走を見直
そうという動きが与野党を超えて広がり、新年
度予算に盛り込まれた同計画の検討予算を削
除する修正提案がなされたことは、市民の意思
であると考え積極的に賛成しました。市長の原
案には、数千億円規模になると言われるウォー
ターフロント開発・「天神ビッグバン」・箱崎ふ頭
の埋め立てなどが盛り込まれており、この部分
には反対を表明しました。

わが党は、市政の浪費を見直して、保育所・介
護施設の整備、コミュニティバスの導入、住宅リ
フォーム助成、若者雇用への助成、地域の自主
活動への支援強化、非核平和都市宣言などの
暮らしを応援する予算への抜本的な組み替え
動議を提案しました。残念なが
ら採択できませんでしたが、引
き続きこれらの実現に向け全
力をあげます。

みらい・無所属の会
私たちみらい・無所属の会は、地方分権時代

に求められる政策集団です。
真の市民会派として、皆さまの負託に応え、

成熟化社会を迎えた少子高齢化時代にあって
も、発展し続ける福岡市を目指し、皆さまの声
をしっかり聞き活動を続けています。

会派の基本政策である「行財政改革」を着実
に推進し、財政健全化を図るとともに、市民生
活を支える必要な財源確保に取り組んでまいり
ます。また、子育て支援の充実や高齢者の介護
予防・健康づくり、地域コミュニティや自治組織
の活動支援など、市民生活優先の取り組みを推
進してまいります。

これからも、広い視野と高い見識のもと、真
の市民会派として、市民の視点に立ち、「人と自
然が共生し、未来を担う子どもたちに夢と希望
を与える街・福岡」の実現に向けて、鋭意努力し
てまいります。

この手で福岡のみらいを。

福岡維新の会
　私たち福岡維新の会は、先人が築かれたこ
の福岡市を、「市民一人一人が生き生きと暮ら
せるまち」「安心・安全のまち」に育てることを
目指し、市民の皆さまの声がしっかりと市政に
反映されるよう、行財政改革、議会改革、教育の
充実を中心に以下の施策推進に精一杯取り組
んでまいります。
○行財政改革：職員の総人件費や外郭団体の見直しな

ど財政健全化
○議 会 改 革：議員定数の見直し、議会中継の拡充など

の議会活性化
○教育の充実：教育基本条例の制定、教育委員会改革

など
○経 済 振 興：地場中小企業・商店街振興・新産業支援

の推進
○雇　　　用：若者、中高年者、障がい者、女性、生活保

護者の就労支援
○子　育　て：待機児童問題解消をはじめ、産み育てや

すいまちの推進
○環　　　境：PM2.5や黄砂など大気汚染に関する対

策、調査や情報提供など
○防 災 防 犯：災害に強く、犯罪の少ない安心・安全な

まちづくり
○福　　　祉：障がい者支援施策、高齢者の健康づくり

自民党新福岡
私たち自民党新福岡は、地域のために何が

できるかを常に自らに問い、自分たちのまち
「福岡」をもっといいまちにするために、髙島
市長をはじめ、行政ともしっかりと議論し、地
域の声をカタチにしていく会派です。

福岡市では、好調な地域経済のもと、市税
収入が５年連続で過去最高を更新しており、
その原資をもとに、本年度は、子ども関連予
算を前年度と比較し70億円増加させ、小・中
学校での医療的ケア児の受け入れや新生児
聴覚検査費用の全額助成の開始、ＬＩＮＥを活
用したいじめ相談やＩoＴを活用した子ども見
守り事業に取り組むとともに、３千人分の保
育所等の整備と保育士人材確保に向けた全
国最大規模の奨学金の返済支援を行うなど、

「サポートが必要な子どもたちのため」の予
算となっています。

今後も、自民党議員としての誇りと自覚、責
任を持ち、この住みよいまちをより一層発展
させ、将来に引き継いでいくために、全力で
取り組んでまいります。

緑と市民ネットワークの会
福岡市は人口増加していますが超高齢社会

であり、15年後頃には人口減少に転じます。既
に世界経済は低成長にあり、福岡市だけが成
長し続けることはあり得ません。今求められ
ているのは大企業優遇の都心部再開発・中央
ふ頭の再開発に優先的に投資することではな
く、格差拡大の是正やこどもの貧困対策の充
実、若者や子育て支援の充実、高齢者や障が
い者の支援充実、災害対策の充実を図ること
です。

私たちは、中小零細企業を支援し、教育およ
び介護や福祉の現場に優先的に投資すること
で市民の生活の質の向上と雇用を生み出し、
地域で循環する経済をつくることで持続可能
な都市にすることを提案しています。また、
様々な地域課題に取り組む団体や社会活動に
取り組む非営利団体に公的支援を強化するこ
とで、地域社会を活性化することを提案してい
ます。私たちはロープウエー建設をきっぱり中
止し、市民生活の質の向上を目指します。

http://www.jimin-fukuokacity.com/ホームページ

http://fukuokashimin.jp/ホームページ http://www.jcp-fukuoka.jp/ホームページ http://www.mirai-f.gr.jpホームページ

fukuokaishin@yahoo.co.jpメール http://midoritonet.info/ホームページ

公明党福岡市議団
国連が提唱するＳＤＧｓ（持続可能な開発目

標）の基本理念。
公明党福岡市議団は、経済の不平等や貧困

のない平和な世界を実現し、気候変動と災害
による危険の除去など、これらＳＤＧｓの理念を
福岡市政においても政策目標として掲げ、安全
で安心できる市民生活を実現するため、平成
31年度の予算編成に対し、代表質問および提
言を行いました。

新年度には、いのちの尊厳に焦点を当て公
明党が提案した、新生児聴覚スクリーニング
検査や小児ワクチンの再接種助成制度も始ま
ります。

来る「人口減少」と「超高齢社会」の難局を打
開するには、これまで以上に「ひとりの人間」に
光を当て、その可能性を引き出すことが必要で
あります。年齢や性別、障がいの有無にかかわ
らず、意欲ある全ての人が働くことができ、社会
参加できる「共生社会」の構築を目指し、これか
らも福岡市政の発展を目指し、市民の皆さま
とともに頑張ってまいります。

エスディージーズ

http://www.komei-fukuokacity.net/ホームページ

平成31年度予算案や
条例案に対する
各会派の主張です。

会派の主張会派の主張

我々自由民主党福岡市議団は、市議会最大
会派としての矜持と市民の皆さまの代弁者た
る自覚を堅持しながら、二元代表制の一翼を担
い、緊張感のある議会運営に努めています。

国・地方を問わず、社会保障費は増大の一途
をたどっています。市税収入が５年連続で過去
最高を記録するなど、全国で最も活力があると
も言われるわが福岡市においても、今後本格化
する超高齢化と人口減少の時代の見通しは必
ずしも明るいとは言えません。

市民の皆さまが希望をもって、安全でかつ安
心して暮らしていくことができるまちの将来像
を描くために、そして、一人でも多くの市民の納
得と共感が得られる市政を実現するために、福
岡市独自の都市戦略を練りながら、ときには厳
しい覚悟を持って政策資源の選択と集中を行
っていかなければなりません。

我々自由民主党福岡市議団は、これからも市
民の皆さまの声に真摯に耳を傾け、分かりやす
く誠実な市政の実現に一致団結してまい進し
てまいります。

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
に

お
け
る
交
通
対
策

エスディージーズ
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開
業
区
間
は
引
き
続
き
利
用
促
進
に

努
め
る
こ
と
、延
伸
区
間
は
道
路
陥
没
事

故
や
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
た

見
直
し
で
、開
業
は
平
成
34
年
度
、事
業

費
は
約
５
８
７
億
円
に
な
る
が
採
算
性

は
維
持
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、開

業
区
間
は
交
通
結
節
機
能
強
化
等
、延

伸
区
間
は
安
全
・
快
適
で
に
ぎ
わ
い
や

魅
力
あ
る
通
り
の
形
成
に
向
け
た
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

安
全
を
最
優
先
と
し
た
延
伸
事
業
の

推
進
、市
民
へ
の
情
報
発
信
等
、総
合
的

な
調
査
・
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

高
速
鉄
道
２
号
線
と
西
鉄
貝
塚
線
と

の
直
通
運
転
化
の
運
行
ス
キ
ー
ム
の
再

検
討
案
の
調
査
を
行
っ
た
。事
業
採
算

性
、九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地

な
ど
沿
線
の
動
向
に
も
留
意
し
た
調

査
・
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

バ
ス
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
、公
共

交
通
が
空
白
と
な
る
地
域
へ
の
代
替
交

通
へ
の
補
助
等
を
行
っ
て
い
る
と
の
報

平
行
誘
導
路
二
重
化
に
つ
い
て
は
駐

機
場
改
良
工
事
等
、滑
走
路
増
設
に
つ

い
て
は
誘
導
路
の
整
備
等
、ヘ
リ
機
能

移
設
に
つ
い
て
は
移
設
先
の
用
地
造
成

等
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、民
間
委
託

に
つ
い
て
は
、空
港
所
在
の
自
治
体
と

し
て
意
見
す
べ
き
も
の
は
意
見
し
、協

議
し
て
い
く
こ
と
等
の
報
告
を
受
け

た
。今
後
も
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

「
外
郭
団
体
の
あ
り
方
に
関
す
る
指

針
」を
策
定
し
、よ
り
効
率
的
・
効
果
的

な
行
政
運
営
を
推
進
し
て
い
く
と
の
報

告
を
受
け
た
。今
後
も
調
査
・
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ふ
く
お
か
都
市
圏
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、消
防
通
信
指
令
業
務
の

共
同
運
用
等
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。今
後
も
住

民
の
住
み
や
す
さ
の
向
上
と
都
市
圏
の

活
性
化
等
の
た
め
、調
査
・
検
討
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

自
治
協
議
会
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、企
業
、商
店
街
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、地
域
の
未
来

を
共
に
創
る「
共
創
」の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。今

後
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
取
り
組

み
状
況
等
に
つ
い
て
、調
査
・
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

地
方
分
権
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
や

新
た
な
大
都
市
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
、必
要
に
応
じ
て
調
査
を
行
っ
て
い

く
。福

岡
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
、

災
害
対
応
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た

め
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
の
報
告
を

受
け
た
。今
後
も
防
災
対
策
の
整
備
・
充

実
に
つ
い
て
、調
査
・
検
討
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

本
市
で
の
導
入
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
の
住
宅
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
補
助
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
報
告
を
受
け

た
。今
後
も
普
及
促
進
に
向
け
て
、調

査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

福
岡
市
保
健
福
祉
総
合
計
画
で
は
、

健
康
づ
く
り
な
ど
の
自
立
の
促
進
と
支

援
等
の
三
つ
の
方
向
性
を
掲
げ
て
施
策

に
取
り
組
む
こ
と
、配
る
福
祉
か
ら
支

え
る
福
祉
へ
の
政
策
転
換
に
よ
り
、持
続

可
能
な
制
度
や
仕
組
み
へ
と
施
策
を
再

構
築
し
て
い
く
と
の
考
え
が
示
さ
れ

た
。高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
で
は
、い
き

い
き
と
し
た
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
実
現
等

の
五
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
推
進
し
て

お
り
、第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
い
て
、地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
を
進

め
て
い
く
と
の
報
告
を
受
け
た
。

福
岡
市
健
康
先
進
都
市
戦
略
に
基
づ

く「
福
岡
1
0
0
」で
は
、オ
ー
ル
福
岡

を
掲
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

人
生
1
0
0
年
時
代
を
見
据
え
た
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、引
き
続

き
全
庁
を
挙
げ
て
一
体
的
に
施
策
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、産
学
民
の
参
画
を

得
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
と

の
報
告
を
受
け
た
。

高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
の
総
合
的
な

推
進
と
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、高
齢
者
や
介

護
者
の
実
態
と
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、健
康
づ
く
り
や
介
護

予
防
施
策
の
推
進
等
に
つ
い
て
、今
後

と
も
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

第
４
次
子
ど
も
総
合
計
画
で
は
、三

つ
の
目
標
ご
と
に
施
策
を
体
系
化
し
取

り
組
ん
で
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

今
後
も
、本
計
画
に
基
づ
く
子
ど
も

施
策
と
、い
じ
め
や
不
登
校
等
の
未
然

防
止
対
策
と
教
職
員
の
対
応
力
強
化
な

ど
目
標
ご
と
の
課
題
に
つ
い
て
、調
査
・

検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

福
岡
市
働
く
女
性
の
活
躍
推
進
計
画

は
、女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍

の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
計
画
的
、効

果
的
に
進
め
る
た
め
に
策
定
し
、福
岡

市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画（
第
３
次
）

の
基
本
目
標
３
、４
の
部
分
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

今
後
も
、本
計
画
に
基
づ
く
女
性
活

躍
推
進
の
施
策
と
、企
業
等
に
お
け
る

ワ
ー
ク
･
ラ
イ
フ
･
バ
ラ
ン
ス
の
促
進

等
の
課
題
に
つ
い
て
、調
査
・
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

常
任
委
員
会
の
名
称
お
よ
び
そ
の
所

管
を
変
更
す
る
こ
と
が
適
当
と
い
う
こ

と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。（
８
面
に
関

連
記
事
）

請
願
の
取
り
扱
い
協
議
時
お
よ
び
採

決
時
な
ら
び
に
議
案
の
採
決
時
に
傍
聴

者
に
退
室
を
求
め
る
取
り
扱
い
は
廃
止

す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
ま
と

ま
っ
た
。

議
場
お
よ
び
第
３
特
別
委
員
会
室
に

残
時
間
表
示
計
を
設
置
す
る
こ
と
が
適

当
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。

小
・
中
学
生
の
段
階
か
ら
市
議
会
の

役
割
や
市
議
会
議
員
の
仕
事
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、社
会
科
特
別

授
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
と
い
う

こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。ま
た
、市

議
会
広
報
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
製
す
る
こ
と
が

適
当
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ

た
。請

願
に
つ
い
て
、審
査
時
に
紹
介
議

員
に
質
疑
を
行
う
こ
と
が
適
当
と
い
う

こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
り
、ま
た
、現
行

通
り
結
論
を
出
さ
ず
に
継
続
審
査
と
す

る
こ
と
を
認
め
る
取
り
扱
い
と
す
る
こ

と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。

議
会
基
本
条
例
の
概
要
に
つ
い
て
他
都

市
の
状
況
等
を
含
め
て
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、地
方
議
会
に
係
る
基
本
的
事
項

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、ま
た
、議
会
基
本

条
例
の
有
効
性
等
を
調
査
す
る
た
め
、議

会
基
本
条
例
に
関
す
る
有
識
者
を
参
考

人
と
し
て
招
致
し
意
見
を
聴
取
し
た
。

ま
た
、議
会
基
本
条
例
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
等
に
つ
い
て
の
認
識
を
確

認
し
た
。

議
会
基
本
条
例
に
関
す
る
審
議
の
方

針
に
つ
い
て
は
、結
論
を
得
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

告
を
受
け
た
。地
域
の
実
情
に
応
じ
た

生
活
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
、調
査
・
検

討
の
必
要
が
あ
る
。

南
部
地
域
に
お
け
る
鉄
軌
道
導
入

は
、新
た
な
状
況
と
な
っ
た
時
点
で
調

査
・
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

都
心
部
の
交
通
混
雑
対
策
に
つ
い

て
、公
共
交
通
に
よ
る
都
心
部
の
交
通

ア
ク
セ
ス
の
向
上
等
の
報
告
を
受
け

た
。マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換

や
自
動
車
交
通
の
削
減
、抑
制
に
向
け

た
調
査
・
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

都
心
部
の
総
合
的
な
自
転
車
対
策
に

つ
い
て
は
、モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
の
啓
発
、

放
置
自
転
車
の
撤
去
等
に
引
き
続
き
取

り
組
む
と
の
報
告
を
受
け
た
。

観
光
交
通
対
策
に
つ
い
て
、ク
ル
ー

ズ
船
観
光
客
の
貸
し
切
り
バ
ス
駐
車
場

整
備
と
貸
し
切
り
バ
ス
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン

方
式
を
導
入
し
た
こ
と
等
の
報
告
を
受

け
た
。今
後
も
既
存
駐
車
場
の
利
用
促

進
等
の
調
査
・
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

今
期
で
は
、具
体
的
な
議
論
を
行
う

機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、円
滑
な
道
路

交
通
の
確
保
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
の

必
要
が
あ
る
。

　
特
定
の
テ
ー
マ
、課
題
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
の
四
つ
の
特
別

委
員
会
か
ら
、調
査
の
経
過
お
よ
び
集
約
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
、

本
会
議
で
報
告
が
行
わ
れ
、調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。要
旨
は
次

の
通
り
で
す
。（
特
別
委
員
会
の
動
き
は
８
面
参
照
）

特
別
委
員
会
の
調
査
報
告

高
速
鉄
道
３
号
線（
地
下
鉄
七
隈
線
）と

沿
線
の
ま
ち
づ
く
り

福
岡
都
市
圏
に
お
け
る

公
共
交
通
機
関

交
通
対
策
特
別
委
員
会

道
路
交
通
の
円
滑
化

福
岡
空
港

外
郭
団
体
の
在
り
方

広
域
的
行
政

住
民
自
治
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
方
分
権
の
推
進

防
災

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

高
齢
化
対
策

都
市
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会

少
子
・
高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

少
子
化
対
策

議
会
改
革

議
会
基
本
条
例

自由民主党福岡市議団

福岡市民クラブ
平成31年度予算の審議に当たり、私たちは髙島

市政に対して厳しいチェックを行うとともに、会派が
主張する「福岡市の目指すべき都市像」について、以
下の四つの視点から様々な政策提案を行いました。

主な政策提言としては、保育環境の整備や子
ども医療費助成の拡充などの子育て支援施策、
高齢者の移動や外出をサポートするための制
度の拡充、コミュニティバスの導入をはじめと
する生活交通の確保に向けた取り組み、「福岡
の食」を産業として育成するための飲食関係事
業者等に対する支援施策、義務教育に係る保
護者の経済的負担を軽減する施策などについ
て、新年度予算に反映させるよう求めました。

○生活保障戦略… 一人ひとりの命と幸せを大
切にする社会

○成 長 戦 略… 人と技術の結びつきが新た
な価値を生み出す創造都市

○地域主権戦略… 市民が自ら発言し、議論し、
決定する仕組みづくり

○共 生 戦 略…一人ひとりの生命と尊厳を守
り、誰もが安心できる包摂社会

日本共産党福岡市議団
私たちは市民の多数が反対しているロープ

ウエー計画をやめ、暮らし・福祉に回すように
主張してきました。その中で市長の暴走を見直
そうという動きが与野党を超えて広がり、新年
度予算に盛り込まれた同計画の検討予算を削
除する修正提案がなされたことは、市民の意思
であると考え積極的に賛成しました。市長の原
案には、数千億円規模になると言われるウォー
ターフロント開発・「天神ビッグバン」・箱崎ふ頭
の埋め立てなどが盛り込まれており、この部分
には反対を表明しました。

わが党は、市政の浪費を見直して、保育所・介
護施設の整備、コミュニティバスの導入、住宅リ
フォーム助成、若者雇用への助成、地域の自主
活動への支援強化、非核平和都市宣言などの
暮らしを応援する予算への抜本的な組み替え
動議を提案しました。残念なが
ら採択できませんでしたが、引
き続きこれらの実現に向け全
力をあげます。

みらい・無所属の会
私たちみらい・無所属の会は、地方分権時代

に求められる政策集団です。
真の市民会派として、皆さまの負託に応え、

成熟化社会を迎えた少子高齢化時代にあって
も、発展し続ける福岡市を目指し、皆さまの声
をしっかり聞き活動を続けています。

会派の基本政策である「行財政改革」を着実
に推進し、財政健全化を図るとともに、市民生
活を支える必要な財源確保に取り組んでまいり
ます。また、子育て支援の充実や高齢者の介護
予防・健康づくり、地域コミュニティや自治組織
の活動支援など、市民生活優先の取り組みを推
進してまいります。

これからも、広い視野と高い見識のもと、真
の市民会派として、市民の視点に立ち、「人と自
然が共生し、未来を担う子どもたちに夢と希望
を与える街・福岡」の実現に向けて、鋭意努力し
てまいります。

この手で福岡のみらいを。

福岡維新の会
　私たち福岡維新の会は、先人が築かれたこ
の福岡市を、「市民一人一人が生き生きと暮ら
せるまち」「安心・安全のまち」に育てることを
目指し、市民の皆さまの声がしっかりと市政に
反映されるよう、行財政改革、議会改革、教育の
充実を中心に以下の施策推進に精一杯取り組
んでまいります。
○行財政改革：職員の総人件費や外郭団体の見直しな

ど財政健全化
○議 会 改 革：議員定数の見直し、議会中継の拡充など

の議会活性化
○教育の充実：教育基本条例の制定、教育委員会改革

など
○経 済 振 興：地場中小企業・商店街振興・新産業支援

の推進
○雇　　　用：若者、中高年者、障がい者、女性、生活保

護者の就労支援
○子　育　て：待機児童問題解消をはじめ、産み育てや

すいまちの推進
○環　　　境：PM2.5や黄砂など大気汚染に関する対

策、調査や情報提供など
○防 災 防 犯：災害に強く、犯罪の少ない安心・安全な

まちづくり
○福　　　祉：障がい者支援施策、高齢者の健康づくり

自民党新福岡
私たち自民党新福岡は、地域のために何が

できるかを常に自らに問い、自分たちのまち
「福岡」をもっといいまちにするために、髙島
市長をはじめ、行政ともしっかりと議論し、地
域の声をカタチにしていく会派です。

福岡市では、好調な地域経済のもと、市税
収入が５年連続で過去最高を更新しており、
その原資をもとに、本年度は、子ども関連予
算を前年度と比較し70億円増加させ、小・中
学校での医療的ケア児の受け入れや新生児
聴覚検査費用の全額助成の開始、ＬＩＮＥを活
用したいじめ相談やＩoＴを活用した子ども見
守り事業に取り組むとともに、３千人分の保
育所等の整備と保育士人材確保に向けた全
国最大規模の奨学金の返済支援を行うなど、

「サポートが必要な子どもたちのため」の予
算となっています。

今後も、自民党議員としての誇りと自覚、責
任を持ち、この住みよいまちをより一層発展
させ、将来に引き継いでいくために、全力で
取り組んでまいります。

緑と市民ネットワークの会
福岡市は人口増加していますが超高齢社会

であり、15年後頃には人口減少に転じます。既
に世界経済は低成長にあり、福岡市だけが成
長し続けることはあり得ません。今求められ
ているのは大企業優遇の都心部再開発・中央
ふ頭の再開発に優先的に投資することではな
く、格差拡大の是正やこどもの貧困対策の充
実、若者や子育て支援の充実、高齢者や障が
い者の支援充実、災害対策の充実を図ること
です。

私たちは、中小零細企業を支援し、教育およ
び介護や福祉の現場に優先的に投資すること
で市民の生活の質の向上と雇用を生み出し、
地域で循環する経済をつくることで持続可能
な都市にすることを提案しています。また、
様々な地域課題に取り組む団体や社会活動に
取り組む非営利団体に公的支援を強化するこ
とで、地域社会を活性化することを提案してい
ます。私たちはロープウエー建設をきっぱり中
止し、市民生活の質の向上を目指します。

http://www.jimin-fukuokacity.com/ホームページ

http://fukuokashimin.jp/ホームページ http://www.jcp-fukuoka.jp/ホームページ http://www.mirai-f.gr.jpホームページ

fukuokaishin@yahoo.co.jpメール http://midoritonet.info/ホームページ

公明党福岡市議団
国連が提唱するＳＤＧｓ（持続可能な開発目

標）の基本理念。
公明党福岡市議団は、経済の不平等や貧困

のない平和な世界を実現し、気候変動と災害
による危険の除去など、これらＳＤＧｓの理念を
福岡市政においても政策目標として掲げ、安全
で安心できる市民生活を実現するため、平成
31年度の予算編成に対し、代表質問および提
言を行いました。

新年度には、いのちの尊厳に焦点を当て公
明党が提案した、新生児聴覚スクリーニング
検査や小児ワクチンの再接種助成制度も始ま
ります。

来る「人口減少」と「超高齢社会」の難局を打
開するには、これまで以上に「ひとりの人間」に
光を当て、その可能性を引き出すことが必要で
あります。年齢や性別、障がいの有無にかかわ
らず、意欲ある全ての人が働くことができ、社会
参加できる「共生社会」の構築を目指し、これか
らも福岡市政の発展を目指し、市民の皆さま
とともに頑張ってまいります。

エスディージーズ

http://www.komei-fukuokacity.net/ホームページ

平成31年度予算案や
条例案に対する
各会派の主張です。

会派の主張会派の主張

我々自由民主党福岡市議団は、市議会最大
会派としての矜持と市民の皆さまの代弁者た
る自覚を堅持しながら、二元代表制の一翼を担
い、緊張感のある議会運営に努めています。

国・地方を問わず、社会保障費は増大の一途
をたどっています。市税収入が５年連続で過去
最高を記録するなど、全国で最も活力があると
も言われるわが福岡市においても、今後本格化
する超高齢化と人口減少の時代の見通しは必
ずしも明るいとは言えません。

市民の皆さまが希望をもって、安全でかつ安
心して暮らしていくことができるまちの将来像
を描くために、そして、一人でも多くの市民の納
得と共感が得られる市政を実現するために、福
岡市独自の都市戦略を練りながら、ときには厳
しい覚悟を持って政策資源の選択と集中を行
っていかなければなりません。

我々自由民主党福岡市議団は、これからも市
民の皆さまの声に真摯に耳を傾け、分かりやす
く誠実な市政の実現に一致団結してまい進し
てまいります。

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
に

お
け
る
交
通
対
策

エスディージーズ
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令和元年
（2019年）

※2018年６月撮影

（
2
・
3
月
定
例
会
）

第
1
回
福
岡
市
議
会

平
成
31
年

2/15
▼
3/13

　
平
成
31
年
第
１
回
福
岡
市
議
会（
２
・
３

月
定
例
会
）が
２
月
15
日
か
ら
３
月
13
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度
関
係
議
案
に
先
立
ち
、２
月

15
日
か
ら
19
日
ま
で
、平
成
30
年
度
関
係
議

案
29
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、19
日
に
全
て

の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、交
通
対
策
特
別
委
員
会
、都
市
問

題
等
調
査
特
別
委
員
会
、少
子
・
高
齢
化
対

策
特
別
委
員
会
、議
会
改
革
調
査
特
別
委

員
会
の
調
査
報
告
が
行
わ
れ
、調
査
を
終
了

し
ま
し
た
。（
７
面
に
関
連
記
事
）

　
２
月
20
日
か
ら
は
平
成
31
年
度
関
係
議

案
の
審
議
が
始
ま
り
、市
政
運
営
方
針
と
関

係
議
案
の
提
案
理
由
に
つ
い
て
市
長
か
ら

説
明
が
行
わ
れ
、各
会
派
か
ら
の
代
表
質
疑

の
後
、２
月
27
日
に
条
例
予
算
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。（
２
面
に
関
連
記
事
）

　
条
例
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
は
、予

算
案
21
件
を
含
む
平
成
31
年
度
関
係
議
案
63

件
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。「
平
成
31
年

度
福
岡
市
一
般
会
計
予
算
案
」に
つ
い
て
は
、

自
由
民
主
党
福
岡
市
議
団
か
ら
修
正
案
が
、

福
岡
市
民
ク
ラ
ブ
お
よ
び
日
本
共
産
党
福
岡

市
議
団
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
予
算
案
の
組
み
替
え

を
求
め
る
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。動
議

は
い
ず
れ
も
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
、修
正

案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
で
あ
る
３
月
13
日
に
は
、市
長
か

ら
追
加
提
出
さ
れ
た
議
案（
人
事
案
件
）22

件
を
含
む
平
成
31
年
度
関
係
議
案
85
件
に

つ
い
て
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
、「
平
成
31
年

度
福
岡
市
一
般
会
計
予
算
案
」は
自
由
民
主

党
福
岡
市
議
団
の
修
正
案
を
加
え
可
決
さ

れ
、そ
の
他
84
件
は
原
案
通
り
可
決
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
議
員
提
出
の「
福
岡
市
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」と

「
福
岡
市
議
会
事
務
局
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
」も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
８
面

に
関
連
記
事
）

　
主
な
議
案
の
内
容
を
２
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

●
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
修
正
し
、

　
総
額
１
兆
９
２
４
０
億
円
の
当
初
予
算
案
を
可
決

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

定 例 会 の 日 程

2／19 本会議 ●平成30年度関係議案（常任委員
会委員長報告・討論・採決）

2／27

本会議
●代表質疑
●条例予算特別委員会の設置
●条例予算特別委員会付託

条例予算
特別委員会
総会

●委員長、副委員長の互選等

2／18 常任委員会 ●平成30年度関係議案の審査

2／20 本会議 ●平成31年度市政運営方針およ
び関係議案の提案理由説明

2／26 本会議 ●代表質疑

2／28・
3／1・4
　　・5

条例予算
特別委員会
分科会

●平成31年度関係議案の審査

3／8・11
条例予算
特別委員会
総会

●質疑

3／12
条例予算
特別委員会
総会

●修正案・動議（提案理由説明・質
疑）

●意見開陳・採決

2／15 本会議

●平成30年度関係議案（提案理由
説明・質疑・常任委員会付託）

●交通対策特別委員会委員長報告
●都市問題等調査特別委員会委員

長報告
●少子・高齢化対策特別委員会委

員長報告
●議会改革調査特別委員会委員長

報告

3／13 本会議

●条例予算特別委員会委員長報告
●討論
●平成31年度関係議案の採決
●意見書案の採決

特別委員会の動き
（12月20日～３月13日）

第１委員会
（13人）

ふくおか市議会だより次号は、6月15日発行予定です。

発行：福岡市議会　編集：議会事務局調査法制課
〒810-8620　福岡市中央区天神一丁目８番１号

711-4749
733-5869FAX

電話
ホームページ

chosa.CCS@city.fukuoka.lg.jpメール

　議会改革調査特別委員会では、委員会の公開性向上に関することについて、常任委員会の名称
およびその所管をそれぞれ変更することが適当ということで意見がまとまりました。
　２・３月定例会で議員提案による「福岡市議会委員会条例の一部を改正する条例案」が可決さ
れ、５月２日から、常任委員会の名称、定数および所管が下記のとおり変更になります。

※常任委員会・特別委員会での審査状況の詳細については、毎月発行の議会月報に掲載しています。議
会月報は総合図書館、各区の図書館、情報プラザ（市役所１階）などで閲覧できます。また、市議会ホー
ムページの「会議録」にも掲載しています。（ホームページへの掲載には、約３カ月を要します。）

※常任委員会・特別委員会は傍聴することができます。（人数には限りがあります。）

常任委員会が変わります

【会場】博多の森陸上競技場

５/18(土) 午後２時 ヴァンフォーレ甲府

試合日 開始時間 対戦相手

【会場】レベルファイブスタジアム

６/２(日)　　　　 午後１時５分 大宮アルディージャ

試合日 開始時間 対戦相手

　４月７日に市議会議員の選挙が行われ、62人の議員
が市民の代表として選ばれました。

　改選後初めての臨時会を５月に開く予定です。臨時
会では、議長、副議長、監査委員を選び、常任委員会、
議会運営委員会の構成を決めます。

５月に臨時会を開催

　議員の顔ぶれや、議長、副議長、委員会、会派の構
成など、詳しくは次号（６月15日発行予定）でお知ら
せします。

次号で新議会の構成を紹介

５月２日から新しい議会が
スタートします。

　市政発展に尽くしてきた次の８人の議員が、今期を最
後に引退しました。

星野 美恵子 （７期）

ひえじま 俊和（５期）

江藤 博美 （５期）

栃木 義博 （５期）

光安 　力（６期）

笠　 康雄（５期）

石田 正明（５期）

熊谷 敦子（３期）

ご支援ありがとうございました。

８人が今期で引退

総務財政委員会
（12人）

新
名称（定数）

市長室、総務企画局、財政局、市民局、会計室の
主管に属する事項
他の委員会の所管に属しない事項

第２委員会
（13人）

教育こども委員会
（13人）

こども未来局、教育委員会の主管に属する事項

第３委員会
（12人）

経済振興委員会
（12人）

経済観光文化局、農林水産局、港湾空港局、農
業委員会の主管に属する事項

第４委員会
（12人）

福祉都市委員会
（13人）

保健福祉局、住宅都市局の主管に属する事項

第５委員会
（12人）

生活環境委員会
（12人）

環境局、道路下水道局、消防局、水道局、交通局
の主管に属する事項

交通対策
特別委員会

案　　　件委員会名

○高速鉄道３号線と沿線のまちづくりに関する調査
○道路交通の円滑化に関する調査
○委員会調査報告について

都市問題等調査
特別委員会

○福岡空港に関する調査
○広域的行政に関する調査
○住民自治、地域コミュニティに関する調査
○委員会調査報告について

少子・高齢化対策
特別委員会

○少子化対策に関する調査
○委員会調査報告について

議会改革調査
特別委員会

○委員会調査報告について

　本会議、条例予算・決算特別委員会総会の議
会中継（ライブ・録画）を実施しています。

スマホで議会中継を
ご覧ください

請願 ２・３月定例会で結論が出た請願

不採択 ○人工島関連予算案を否決し、人工島事業
の抜本的見直しを行うことについて

福岡市議会 議会中継

第10回

花を見に行こう！花を見に行こう！
有田（早良区）のあじさい通り

ほし　の　 み え こ

とし かず

　え　とう ひろ み

とち ぎ よし ひろ

みつ やす つとむ

りゅう　　 やす　お

いし だ まさ あき

くま がい あつ こ

【問い合わせ先】議会事務局議事課（市役所議会棟８階）        ７１１－４７４６　    ７３３－５８６９電話 FAX

　５月臨時会からパソコンに加えス

マートフォンやタブレット型端末で

も中継を視聴することが可能となり

ますので、ぜひ一度ご覧ください！

※元号の表記について
　本号の記事において、元号の表記については、２・３月定例会の際
の表記である「平成」としています。

常任委員会の動き

旧
名称（定数） 所　　　管

（12月20日～３月13日）

総 合 計 画 、国 際 交
流、財政、地域コミュ
ニティ、防災など

「福岡市早良南地域交流セン
ター整備事業に係る契約の締
結について」の議案審査など

子ども育成、社会福
祉、保健衛生、教育
など

「平成30年度福岡市一般会
計補正予算案（第４号）」の議
案審査など

商工業、観光、文化、
農林水産業、港の整
備など

「福岡市地方活力向上地域に
おける本社機能の整備促進に
関する条例の一部を改正する
条例案」の議案審査など

住宅、建築、都市計
画、公園、消防、地下
鉄など

「平成30年度福岡市一般会
計補正予算案（第４号）」の議
案審査など

環境・ごみ・リサイク
ル、道路、下水道、河
川、水道など

「福岡高速道路整備計画の一
部変更に関する同意につい
て」の議案審査など

委員会名 案　　件
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